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>日 本山岳会事務 (含図書室)取扱時間

月・火・木 ・・・・・・・・・・・。10～ 20時

水・金 ・・・・・・・・・・・・・・・。13～ 20時

第 2、 第 4土曜日 ・・・・・・・・・・閉室

第1、 第3、 第5土曜日 ・・。10～ 18時

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山
岳
会
②

マ
ナ
ス
ル
登
頂
と
登
山
ブ
ー
ム松

田
雄

一

日
本
山
岳
会
１
０
０
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
８
０
０
０
房
峰
の

一
座
、

マ
ナ
ス
ル
に
初
登
項
で
き
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る

う
。
そ
の
マ
ナ
ス
ル
登
頂
と
そ
の
後
に
続
く
登
山
ブ
ー
ム
を
、
隊
員

の
ひ
と
り
で
あ
る
松
田
雄

一
氏
に
綴

っ
て
も
ら
っ
た
。

日
本
山
岳
会
は
、
今
年
１０
月
、
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
が
、
１
９
５
６

年
の
マ
ナ
ス
ル
登
頂
は
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
中
間
点
に
あ
た
る
。

戦
後
１０
年
を
経
過
し
た
こ
の
時
期
は
、

わ
が
国
の
歴
史
上
か
ら
み
て
も
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
登
山
史
か
ら
み
て
も
、
注
目
す

べ
き
年
と
言
え
る
。

一
方
、

１４
座
あ
る
８
０
０
０
房
峰
が
、

１
９
５
０
年
に
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
っ
て
、

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
峰
が
登
ら
れ
て
か
ら
、

１
９
６
４
年
に
最
後
ま
で
残
さ
れ
た
シ

シ
ャ
パ
ン
マ
峰
が
登
頂
さ
れ
る
ま
で
の

１５
年
間
は

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
黄
金
時
代
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
、

こ
の
時
代
の
日
本
の
登
山
界
を
回
顧
し
、

マ
ナ
ス
ル
登
山
の
果
た
し
た
意
味
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

戦
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
夜
明
け
と

許
可
交
渉

大
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
連
な
る
国
々
も
、

１
９
４
５
年
に
大
戦
が
終
結
し
、
１
９

４
７
年
に
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た

英
国
か
ら
、
イ
ン
ド
が
独
立
し
た
の
で
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
王
国
ネ
パ
ー
ル
も
、
世
界

各
国
か
ら
注
目
を
浴
び
、
開
国
を
迫
ら

れ
た
。
１
９
５
０
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
登

山
隊
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
に
人

類
初
の
８
０
０
０
際
川峰
登
項
が
成
さ
れ

た
後
は
、
欧
米
諸
国
か
ら
相
次
い
で
登

山
許
可
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
た
。

１
９
５
１
年
９
月
、
日
本
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
世
界
４８
カ
国

と
の
間
で
講
和
条
約
に
調
印
し
、
海
外

登
山
に
出
ら
れ
る
日
も
近
く
な
っ
た
。

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
（京
都
大
学
学
士
山
岳
会
）

の
メ
ン
バ
ー
は
、
学
術
会
議
な
ど
で
海

外
に
出
る
機
会
も
多
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

解
禁
が
近
い
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
た
。

１
９
５
２
年
１
月
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
開

催
さ
れ
る
イ
ン
ド
学
術
会
議
に
招
請
さ
　
１

れ
て
い
る
木
原
均
博
士
に
随
行
し
て
、
　

鐵

ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
マ
ナ
ス
ル
の

登
山
許
可
を
入
手
す
べ
く
、
西
堀
栄
三

郎
氏
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

こ
の
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
ヘ
の
西
堀

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
登
山
許
可
入
手
す
る
ま

で
の

一
部
始
終
に
つ
い
て
は
、
『山
岳
』

第
９１
年

（
一
九
九
六
）
に
、
「
マ
ナ
ス
ル

ヘ
の
プ
ロ
ロ
ー
ダ
」
と
し
て
詳
述
さ
れ

て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
占
領
下
の

日
本
か
ら
国
交
の
な
い
ネ
パ
ー
ル
に
入

国
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
大
変
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
は
、
西
堀
氏
本
人
が
、

『会
報
』
二
二
九
号

（１
９
６
５
年
５
月

号
）
に

「
マ
ナ
ス
ル
以
前
」
と
題
し
て
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載
せ
て
い
る
。

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
ま
で
の
五
年
間

１
９
５
２
年
４
月
に
は
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
批
准
さ
れ
、
日

本
も
独
立
国
家
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
年
、
西
堀
氏
が
京
都
大
学
の
名
で
申

請
し
て
き
た
、
マ
ナ
ス
ル
の
登
山
許
可

が
ネ
パ
ー
ル
か
ら
届
い
た
。
こ
の
登
山

許
可
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
好
意
で
日
本
山

岳
会
に
委
譲
さ
れ
た
。

本
会
で
は
機
を
逸
す
る

こ
と
な
く
マ
ナ
ス
ル
の

ル
ー
ト
偵
察
と
１
９
５

３
年
の
登
山
隊
準
備
の

た
め
、
今
西
錦
司
隊
長

以
下
６
名
の
踏
査
隊
を

空
路
ネ
パ
ー
ル
ヘ
派
遣

し
た
。

１
９
５
３
年
の
第

一

次
登
山
隊
は
、
踏
査
隊

の
現
地
か
ら
の
報
告
を

も
と
に
、
短
時
間
の
う

ち
に
準
備
で
き
た
が
、

高
所
用
食
料
な
ど
に
つ

い
て
は
、
必
ず
し
も
十

分
な
も
の
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
第

一
次
登
山
隊
は
、
７
７

５
０
際
川
ま
で
達
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

１
９
５
４
年
の
第
二
次
登
山
隊
の
準

備
は
、
第

一
次
隊
の
経
験
を
生
か
し
、

高
所
用
の
装
備
は
、
全
面
的
に
改
良
さ

れ
た
。

時
、
あ
た
か
も
戦
後
の
経
済
復
興
の

流
れ
の
中
、
朝
鮮
動
乱
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
た
特
需
景
気
に
よ
り
、
日
本
の
経

済
は
、
に
わ
か
に
活
気
づ
い
て
い
た
。

１
９
５
４
年
の
秋
頃
か
ら
は
、
輸
出
の

1956年 5月 9日 、マナスル頂上に立つ今西寿雄隊員

増
大
に
よ
り
、
好
景
気
は
、
関
連
産
業

に
も
波
及
し
、
日
本
の
景
気
も

「神
武

景
気
」
で
活
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

う
。し

か
し
、
第
二
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊

は
、
予
期
せ
ぎ
る
サ
マ
村
民
か
ら
の
登

山
阻
上
に
遭
い
、
ガ
ネ

ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ

ー
ル
ヘ
転
進
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。

第
三
次
登
山
隊
マ
ナ
ス
ル
登
頂
に
成
功

１
９
５
６
年
の
第
二
次
マ
ナ
ス
ル
登

山
隊
は
、
最
後
の
切
り
札
と
し
て
棋
有

恒
元
会
長
を
隊
長
に
指
名
し
、
背
水
の

陣
で
臨
ん
だ
。
こ
れ
に
先
だ
ち
、
サ
マ

問
題
の
実
情
調
査
と
登
山
許
可
取
得
の

た
め
、
西
堀
栄
二
郎
、
成
瀬
岩
雄
両
名

を
カ
ト
マ
ン
ズ
に
派
遣
し
、
更
に
念
の

た
め
、

５５
年
秋
に
、
小
原
勝
郎
隊
長
以

下
３
名
を
第
二
次
隊
の
先
遣
隊
と
し
て
、

サ
マ
村
と
の
友
好
親
善
を
図
る
た
め
に

現
地
に
派
遣
し
た
。

第
二
次
登
山
隊
、
槙
隊
長
以
下
１２
名

は
、
マ
ナ
ス
ル
の
山
麓
ま
で
順
調
に
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
進
め
た
が
、
こ
こ
で
再
び

サ
マ
村
民
の
登
山
阻
止
に
遭
遇
し
た
。

し
か
し
今
回
は
槙
隊
長
の
誠
意
あ
る
交

渉
の
結
果
、
４
０
０
０
ル
ピ
ー

（当
時

の
金
額
で
約
２０
万
円
）
の
僧
院
修
復
費

用
の
寄
進
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
隊
は
２５
歳
か
ら
６２
歳
ま
で
の
年

齢
構
成
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
隊
員

を
平
等
に
扱
う
槙
隊
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
、
ガ
ル
ツ
ェ
ン
を
隊
員
に

加
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
棋
隊
長
は
、
と
く
に
ル
ー
ト
や

キ
ャ
ン
プ
地
の
選
定
に
は
慎
重
で
あ
っ

た
。
プ
ラ
ト
ー
や
北
峰
か
ら
の
雪
崩
、

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
通
過
に
は
、
万
全

を
期
し
、
高
所
ヘ
キ
ャ
ン
プ
を
進
め
る

前
に
、
槙
隊
長
の
指
示
で
、
展
望
の
き

く
ナ
イ
ケ
山
の
中
腹
ま
で
登
り
、
終
日

雪
崩
の
観
察
を
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、

今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。

幸
い
、
登
項
時
期
の
好
天
の
予
測
も

的
中
し
、
５
月
９
日
、
今
西
寿
雄
、
ガ
　
２

ル
ツ
ェ
ン

・
ノ
ル
ブ
の
２
名
が
第

一
次
　
鰈

登
項
に
成
功
。
引
き
続
き
Ｈ
日
、
加
藤

喜

一
郎
、
日
下
田
実
も
第
二
次
登
頂
に

成
功
し
た
。
詳
し
い
行
動
に
つ
い
て
は

棋
有
恒
著

『
マ
ナ
ス
ル
登
項
記
』
（毎
日

新
聞
社
刊
）
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
が
、

依
田
孝
喜
撮
影
に
よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
記
録
映
画

『
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
』

（映
配
・毎
日
映
画
社
制
作
、
文
部
省
特

選
）
は
、
映
像
と
し
て
も
記
録

（と
く

に
８
０
０
０
際
川
山
頂
で
の
動
画
は
世
界

で
初
め
て
）
と
し
て
も
申
し
分
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
部
門
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
新
記
録

を
樹
立
し
、
多
く
の
人
の
共
感
を
よ
び
、
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わ
が
国
に
登
山
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
す
要

因
に
も
な

っ
た
。

海
外
登
山
フ
ー
ム
の
夜
明
け

こ
の
マ
ナ
ス
ル
初
登
項
の
影
響
で
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
、
多
く
の
人
に
関
心
を
も

た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、　
一
般
の
登

山
者
に
は
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
海
外
登
山
や
旅
行
に
は
外

貨
の
厳
し
い
制
限
枠
が
あ
り
、
大
蔵
省

を
は
じ
め
と
す
る
五
つ
の
省
庁
で
構
成

さ
れ
て
い
る
海
外
渡
航
審
議
会
と
い
う

関
門
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
外
貨
、
学
術

調
査
、
国
際
親
善
な
ど
の
外
貨
枠
の
予

算
内
で
の
、
申
請
で
な
い
と
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
審
議
会
で
外
貨
裏
付

の
あ
る
円
の
許
可
が
な
い
と
外
国
へ
の

航
空
券
や
外
国
航
路
の
船
に
乗
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
け
な
い

社
会
人
山
岳
会
や
大
学
山
岳
部
の
若
者

た
ち
は
、
何
時
の
日
か
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行

け
る
日
を
夢
み
て
、
国
内
の
山
で
、
海

外
の
山
を
想
定
し
た
登
山
で
精
進
す
る

し
か
な
か
っ
た
。

マ
ナ
ス
ル
に
続
く
日
本
山
岳
会
と
し

て
の
本
格
的
な
登
山
隊
は
、
１
９
５
９

年
に
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
を
試
登
し
た
登
山

隊
が
あ
っ
た
が
、
他
に
は
１
９
５
８
年

の
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
山
隊
が
目
立

っ
た
だ

け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の

大
学
が
計
画
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
の
学

術
調
査
隊
は
、
外
貨
の
獲
得
が
得
や
す

く
、
何
隊
か
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
衆
化
さ
れ
た
日
本
の
登
山
界
も

新
し
い
時
代
ヘ

目
を
国
内
に
転
ず
る
と
、
山
へ
出
か

け
る
若
者
た
ち
が
急
増
し
た
。

１
９
５
６
年
、政
府
が
公
表
し
た
『経

済
白
書
』
に
は

「も
は
や
戦
後
で
は
な

い
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「日

本
は
敗
戦
国
」
と
い
う
意
識
は
払
拭
さ

れ
た
。
若
者
の
生
活
に
も
余
裕
が
み
ら

れ
、
山
に
は
多
く
の
登
山
者
が
訪
ず
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
本
会
へ
の
入
会
者
も
急
増
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

マ
ナ
ス
ル
登
山
に
あ
た
り
、
毎
日
新

聞
社
で
は
、同
社
内
に
設
け
ら
れ
た
「ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
後
援
会
」
を
通
じ
、
全
国

津
々
浦
々
の
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童

に
募
金
を
呼
び
か
け
、
多
く
の
支
援
を

受
け
て
い
た
の
で
、
「文
部
省
特
選
」
を

受
け
た
、
長
編
記
録
映
画

『
マ
ナ
ス
ル

に
立
つ
』
は
、
全
国
の
小
、
中
学
校
を

巡
回
し
て
上
映
さ
れ
た
。
今
で
も
そ
の

時
の
感
動
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
話
を

よ
く
耳
に
す
る
。

１
９
５
７
年
、
井
上
靖
の

『氷
壁
』

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
ガ
ス
ト

ン

・
レ
ビ
ュ
フ
ァ
の

『星
と
嵐
』
も
人

気
を
集
め
た
。
職
域
の
山
岳
部
も
増
え
、

外
貨
の
事
情
で
、
海
外
登
山
に
行
け
な

い
社
会
人
山
岳
会
に
よ
る
困
難
な
壁
の

登
攀
で
の
活
躍
が
目
立

っ
た
。

１
９
５
８
年
は
日
本
の
登
山
界
に
と

っ
て
、
記
念
す
べ
き
年
に
な
っ
た
。
前

年
の

『氷
壁
』
ブ
ー
ム
に
続
き
、
山
と

渓
谷
社
か
ら
は
、
先
鋭
的
ア
ル
ピ
ニ
ズ

ム
を
リ
ー
ド
す
る
季
刊
誌
と
し
て

『岩

と
雪
』
の
創
刊
号
が
、
「１
９
５
６
１
８

年
積
雪
期
登
攀
記
録
」
の
特
集
記
事
を

付
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に

串
田
孫

一
氏
に
よ
る
月
刊
誌
『ア
ル
プ
』

の
創
刊
号
が
創
文
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、

登
山
ブ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け
た
。
本
会

の

『山
日
記
』
も
、
こ
の
登
山
ブ
ー
ム

の
底
辺
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

更
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
登

山
ブ
ー
ム
の
先
端
で
、
新
し
い
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
方
法
と
し
て
、
積
雪
期
の
Ｄ

Ｖ

（口
醸
８
Ｆ
く
”ニ
ユ
ｏ
●
）
の
面
で
意

欲
的
な
活
動
を
し
て
い
る
社
会
人
登
山

家
が
中
心
と
な
っ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅲ

（第

二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
年
の
６
月
に
は
金
融
が
緩
和
さ

れ
、
再
び
高
度
成
長

（岩
戸
景
気
）
が

始
ま
り
消
費
も
拡
大
さ
れ
、
レ
ジ
ャ
ー

ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
。
１
９
６
０
年
に

は
安
保
闘
争
が
あ
っ
た
が
、
国
内
の
難

ル
ー
ト
の
記
録
も
増
え
続
け
、
登
山
は

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。

１
９
６
４
年
４
月
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
開
催
に
先
立
ち
、
海
外
渡
航
が

自
由
化
さ
れ
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・

ア
ル
プ
ス
の
登
攀
な
ど
が
盛
ん
に
な
っ

た
。
マ
ナ
ス
ル
の
登
頂
で
、
大
衆
化
さ

れ
た
日
本
の
登
山
界
も
新
し
い
時
代
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ネパールのマヘンドラ国王からコロネーション・メダルを授与された全隊員
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１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「山
で
の
救
急
蘇
生
を
考
え
る
」

７
月
４
日
、
東
京
都
体
育
館
に
お
い

て
、
１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「山
で
の
救
急
蘇
生
を
考
え
る
―

い

ざ
と
い
う
時
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

が
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
野
口
が

「山
で
の
病
気
と
対

処
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
現
在
、
山

で
の
遭
難
事
故
の
中
で
死
亡

・
行
方
不

明
者
の
９３
７
が
中
高
年
で
あ
る
。
遭
難

の
原
因
と
し
て
病
気
は
第
２
位
を
占
め

て
お
り
、
中
高
年
者
は
山
で
の
病
気
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
登
山
中
は
、

血
圧
が
上
昇
し
、
脈
拍
が
速
く
な
り
、

安
全
限
界
ま
で
の
余
裕
が
少
な
く
な
り
、

心
臓
や
脳
の
病
気
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
。
虚
血
性
心
疾
患
と
脳
卒
中
の
リ
ス

ク
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
高
血
圧
症
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習

慣
病
で
あ
る
。
喫
煙
は
こ
れ
ら
の
病
気

の
原
因
に
な
る
と
と
も
に
、
急
性
症
状

と
し
て
、
血
圧
上
昇
、
血
液
粘
度
の
増

加
、
酸
素
運
搬
量
の
低
下
な
ど
を
も
た

ら
し
、
登
山
に
有
害
で
あ
る
。

虚
血
性
心
疾
患
で
あ
る
狭
心
症
と
心

医
療
委
員
会
　
野
口
い
づ
み

筋
梗
塞
は
、
冠
動
脈
の
狭
窄
、
閉
塞
、

痙
攣
に
よ
っ
て
、
心
筋
に
酸
素
不
足
が

生
じ
た
状
態
で
あ
る
。
狭
心
症
に
よ
る

胸
痛
は
多
く
の
場
合
、
容
易
に
お
さ
ま

る
が
、
不
安
定
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は

重
篤
で
あ
り
、
迅
速
な
搬
送
が
必
要
に

な
る
場
合
が
多
い
。
山
で
で
き
る
処
置

と
し
て
、
狭
心
症
で
は
冠
動
脈
拡
張
作

用
の
あ
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
を
、
３

～
５
分
間
隔
で
３
錠
服
用
（３
噴
霧
）
す

る
。
ア
ス
ピ
リ
ン
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら

に
す
る
作
用
が
あ
り
、
心
筋
梗
塞
で
は

ア
ス
ピ
リ
ン
％
～
１
錠
を
噛
み
砕
く
こ

と
で
症
状
が
改
善
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

脳
卒
中
に
は
、
脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
、

く
も
膜
下
出
血
が
あ
る
が
、
症
状
だ
け

で
は
専
門
家
で
も
診
断
す
る
の
が
難
し

い
場
合
が
多
く
、
迅
速
に
医
療
機
関
ヘ

搬
送
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。　
一
過

性
脳
虚
血
発
作
は
本
格
的
な
脳
卒
中
の

前
触
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
酒
、
食
事
、

入
浴
は
血
圧
を
低
下
さ
せ
る
３
拍
子
な

の
で
、
飲
酒

・
摂
食
後
の
入
浴
は
避
け

る
。

メ シンポジウムで、左から司会の増山、恵、志賀、野口

山
で
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、
生
活

習
慣
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
体
調
を

整
え
る
心
が
け
が
必
要
で
あ
る
。
山
で

の
病
気
は
９
割
以
上
、
日
ご
ろ
の
生
活

レ
ベ
ル
の
努
力
に
よ
っ
て
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
登
山
に
際
し
て
は
、
前
日

か
ら
過
労
と
睡
眠
不
足
を
避
け
、
当
日

は
体
調
を
把
握
し
、
飲
酒

・
喫
煙
を
し

な
い
よ
う
に
す
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
を
守

る
た
め
に
心
拍
計
も
有
用
で
あ
り
、
目

標
心
拍
数
を
（聞
ｏ
ｌ
や
繁
）
×
ｏ・ぴ
～
ｏ
・∞

と
す
る
。
ま
た
、
脱
水
状
態
に
な
る
と

血
液
が
固
ま
り
や
す
く
な
る
。
脱
水
は

体
重
２
りヽ自
ま
で
は
問
題
が
少
な
い
の
で
、

水
分
不
足
量
を
体
重
の
２
りヽ自
以
下
に
な

る
よ
う
に
す
る
。

次
に
志
賀
尚
子
氏
が
、
「山
で
の
救
急

蘇
生
法
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。　
一
般

的
な
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
は
広
く
普

及
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
講

習
を
受
け
て
ほ
し
い
。
最
近
、　
一
般
の

人
に
も
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
含
め
た
講
習
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
現
在
、
４
９
０

ダ
ラ
の
機
種
が
厚
生
労
働
省
に
認
可
申
請

中
で
あ
り
、
認
可
さ
れ
れ
ば
山
で
の
使

用
も
現
実
的
に
な
る
だ
ろ
う
。

山
で
救
急
蘇
生
法
を
行
な
う
に
当
た

っ
て
は
ま
ず
、
周
囲
の
状
況
を
よ
く
確

認
し
て
、
救
助
者
自
身
の
安
全
を
確
保

す
る
。
心
肺
蘇
生
法
の
基
本
的
な
流
れ
　
４

は
、
①
意
識
の
確
認
、
②
気
道
確
保
、
　

朧

③
人
工
呼
吸
、
④
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

あ
る
（５
パ
ー
の
図
参
照
）
。
呼
吸
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
胸
が
動
い
て
い
る

か

「見
て
」
、
呼
吸
音
が
聞
こ
え
る
か
ど

う
か

「聞
い
て
」
、
呼
気
を
頬
で

「感
じ

て
」
、
判
断
す
る
。
心
停
止
は
、
呼
気
を

２
回
吹
き
込
ん
だ
後
、
呼
吸
、
咳
、
体

動
が
あ
る
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
。
以

前
は
頸
動
脈
の
拍
動
を
触
れ
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
て
い
た
が
、
難
し
い
の
で
省

い
て
よ
い
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
両
乳

首
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
の
真
ん
中
を
上
か
ら

垂
直
に
圧
迫
す
る
。胸
骨
が
３
ｏ
５
～
５
費
ノ

沈
む
強
さ
で
、
１
分
問
１
０
０
回
の
速
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さ
で
行
な
う
。
人
工
呼
吸
２
回
十
胸
部

圧
迫
１５
回
を
、
４
サ
イ
ク
ル
行
な
っ
て
、

再
度
、
循
環
の
サ
イ
ン
を
確
か
め
る
。

出
血
し
て
い
れ
ば
止
血
を
す
る
。
約

５
分
間
、
指
か
手
で
し
っ
か
り
止
血
し

て
か
ら
包
帯
や
三
角
巾
で
圧
迫
す
る
。

全
血
液
量
の
２０
～
３０
「自
以
上
出
血
す
る

と
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
る
。
体
位
は
基

本
的
に
は
仰
向
け
と
し
、
呼
吸
が
楽
に

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
意
識
が
な
い
場

合
は
、
う
つ
ぶ
せ
に
近
い
側
臥
位
に
す

る
。
出
血
が
多
く
顔
面
蒼
白
な
場
合
は

足
を
挙
上
さ
せ
る
。
呼
吸
困
難
な
場
合

は
上
体
を
起
こ
す
。
気
道
が
確
保
さ
れ

て
い
る
か
、
楽
に
呼
吸
が
で
き
る
か
、

常
に
確
か
め
る
。
体
位
を
変
え
る
と
き

に
は
頸
椎
の
保
護
を
念
頭
に
お
く
。
飲

食
は
原
則
的
に
禁
止
す
る
。

ま
た
、
低
体
温
症
、
外
傷
、
雪
崩
事

故
、
被
雷
事
故
の
要
点
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。
低
体
温
症
で
は
呼
吸
や
脈
拍
を

確
認
し
に
く
い
の
で
、
呼
吸
や
脈
拍
は

長
め
に
、

３０
～
４５
秒
間
観
察
し
、
蘇
生

が
必
要
か
ど
う
か
判
断
す
る
。
心
室
細

動
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
手
荒
く
動

か
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
外
傷
で
は
呼

吸
循
環
の
サ
イ
ン
が
な
く
、
外
傷
の
程

度
が
重
症
な
場
合
は
蘇
生
を
試
み
る
必

要
は
な
い
。
多
数
の
負
傷
者
が
い
る
場

合
は
、
呼
吸
循
環
の
サ
イ
ン
が
な
い
者

は
優
先
順
位
が
低
い
。
雪
崩
で
は
、
通

常
、
窒
息
か
鈍
的
外
傷
が
死
因
に
な
る
。

呼
吸
循
環
の
サ
イ
ン
が
な
い
場
合
に
は
、

深
部
体
温
が
３２
度
以
上
か
、
埋
没
時
間

が
３０
分
未
満
な
ら
蘇
生
を
２０
分
行
な
う
。

深
部
体
温
３２
度
未
満
、
埋
没
時
間
３０
分

以
上
な
ら
顔
面
の
周
囲
に
空
間
が
残

っ

て
い
た
場
合
の
み
蘇
生
を
行
な
う
。
被

雷
事
故
で
は
主
な
死
因
は
心
室
細
動
や

心
静
止
な
ど
の
心
停
止
で
あ
る

（『山
』

８
月
号
医
療
コ
ラ
ム
参
照
）
。

最
後
に
、
恵
秀
彦
氏
が

「山
で
の
救

助
法
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
な
っ
た
。

緊
急
度
が
高
く
蘇
生
を
必
要
と
す
る
も

の
と
し
て
は
、
転
滑
落
に
よ
る
外
傷
、

生
活
習
慣
病
の
悪
化
、
熱
中
症
、
低
体

温
症
、
雷
事
故
、
ハ
チ
刺
傷
に
よ
る
シ

ョ
ッ
ク
な
ど
が
あ
る
。
山
中
は
街
と
異

な
り
、
救
命
に
不
利
な
場
合
が
多
い
。

蘇
生
法
や
傷
病
者
の
搬
出
法
な
ど
の
技

術
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

「蘇
生
の
連
鎖
」
は
、
山
で
は

「携
帯

電
話
や
無
線
な
ど
に
よ
る
早
期
通
報
↓

登
山
者
に
よ
る
早
期
の
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

↓
円
滑
な
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
機
関
ヘ

の
引
継
ぎ
」
に
な
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い

て
は
学
童
と
救
急
救
命
士
の
使
用
試
験

で
効
果
に
大
差
が
な
く
、
使
用
は
容
易

で
あ
る
。
海
外
で
は
山
中
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
救
命
例
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
、

山
小
屋
や
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ー
ム
な
ど
へ

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

仲
間
が
稜
線
か
ら
滑
落
し
た
場
合
は
、

ま
ず
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
安
全
を
確
保
す

る
。
自
力
救
助
か
救
助
要
請
か
に
つ
い

て
、
メ
ン
バ
ー
の
力
量

・
疲
労
度
や
、

日
没
ま
で
の
時
間

・
天
候

・
地
理
的
条

件
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
す

る
。
ヘ
リ
か
ら
救
助
さ
れ
る
場
合
に
は
、

昼
間
な
ら
カ
メ
ラ
の
ス
ト
ロ
ボ
、
手
鏡
、

救
急
シ
ー
ト
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
、
夜
間

な
ら
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
、
焚
き
火
が
発
見

し
て
も
ら
い
や
す
い
。
救
護
に
あ
た
っ

て
は
、
現
場
の
安
全
確
認
と
感
染
予
防

が
大
切
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
手

袋
を
装
着
し
、
日

・
顔

ｏ
回
な
ど
を
保

護
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
人
工
呼
吸

を
行
な
う
場
合
は
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
や

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
利
用
す
る
。

転

・
滑
落
者
へ
は
、
頸
椎
保
護
の
立

場
か
ら
も
傷
病
者
の
目
線
で
近
づ
く
。

搬
送
に
は
、
ザ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
す
る
。

受
傷
後
１
時
間
以
内
の
手
術
で
救
命
さ
　
５

れ
る
例
が
多
い
の
で
、
救
命
に
関
係
の
　
購

な
い
手
当
て
は
省
略
し
、
１
時
間
以
内

に
医
療
機
関
へ
移
送
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
聴
衆
か

ら
活
発
な
質
問
が
な
さ
れ
た
。
講
演
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
好
評
で
あ
り
、
実
技

を
希
望
す
る
声
も
あ
っ
た
。

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

『山
の

救
急
医
療

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
（山
と
渓
谷

社
）
発
刊
記
念
講
演
を
か
ね
て
行
な
っ

た
。
本
は

「
コ
ン
パ
ク
ト
で
充
実
し
て

い
る
」
と
好
評
で
あ
っ
た
。
１
０
０
周

年
記
念
式
典
出
席
者
に
は
配
布
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

「あり」
倒れている人一→大出血はないか?・―獲轟藝璽轟回回目|

「あり

あり
十分な呼吸をしているか?

「不十分」 」

活発な質疑応答

気道確保

人口呼吸を続ける
(成人は5秒に1回 )

劉璽園劉瓢
|



分水嶺上最高峰の乗鞍岳項上で (右端が木戸支部長)

飛騨高山スキー場から西方向に踏査。牛首山を過ぎ標

高が下がるにつれ藪との闘いとなるが、10時間弱の行

動で前回終了点に到達し、冬季区間を無事終えた。

夏季区間は9月 に計画、乗鞍岳肩の小屋に10名で入

山したが、翌日は強風と雨混じりのガスで険」ヶ峰の 1

等三角点を確認したのみで敗退。 1週間後に4人で再

挑戦、石の地蔵さんを拝みながらハイマツの千石尾根

登山道を下っていく。地図にない奥千町避難小屋は真

新しいログハウス。ここから千町ヶ原にかけ池塘のあ

る湿原地帯。この日も10時間行動だったが、丸黒山と

ゴールの日影峠には差し入れをもったサポート会員が

待機していた。

最後に残ったのは乗鞍岳～野麦峠の区間。05年 3月

23日 早朝、長野県奈川村 (現松本市)観光課のアドバ

イスのおかげで、除雪された道路を野麦峠1672mま で

一気に入る。 1等水準点を確認し笹藪の中へ。登るに

つれ雪がまだ深く、三角点は発見不能。2163mでの

テント泊、翌日は高天原経由でゴールの乗鞍岳剣ヶ峰

をめざす。氷に包まれた乗鞍本宮の前で踏査完了の握

手、中央分水嶺の最高地点である。

03年11月 の調査開始から1年 6ヶ 月、偵察・事前調

査も含め12回 (延べ20日 間)、 延べ51名の支部会員の

参加により全行程を完全踏査することができた。全コ

ースを歩き通した木戸支部長の提案で 5月 中旬、亀谷

温泉にて反省会を開催した。      (山 田信明)

今、分水嶺は最南端の佐多岬ヘ

日本最北端の宗谷岬を発した日本列島中央分水嶺は、

山野・岩峰・田園を駆け巡り、ここ佐多岬に達する。

2004年 12月 11日 午後 2時25分、今まさに我々宮崎支

山 724-2005・ 9020(第 二種郵便物認可)

中央分水嶺最南端の佐多岬で

粽 6

部員 6名は、分水嶺最南端の岬へとその足跡を刻もう

としていた。

宮崎支部分水嶺踏査班は、12月 10日 、4月の例会登

山で計画した分水嶺踏査区間 (荒西山～六郎館岳)を

事前踏査し、翌11日 、佐多町の田尻集落に近い佐多ビ

ーチホテルで太平洋の朝日を拝し、内山会員と合流後

佐多岬へと向かった。田尻集落のはずれから小ピーク

を目指し、獣道もない分水嶺をタラノキやサル トリイ

バラに行く手を阻まれながら、三角点や独立標高点を

辿り、太平洋戦争時の砲台跡らしきピークを最後に、

展望台に到着したのは3時間後であった。ここで南日

本新聞の山口支局長と合流し、もうこれ以上は進めな

い岬突端までの最終区間をそれぞれの思いで歩き、踏

査を完了した。

岬では、02年 9月 から土日の休みを利用して、錦江

湾分水嶺単独完全踏査に挑戦し、47日 目の今日、その

目的を達成した内山会員の快挙に祝杯を挙げるととも

に (ち なみに氏の51歳の誕生日でもあった)、 日本列

島中央分水嶺の佐多岬到達という二重の喜びを味わっ

た。このあと、海岸沿いの岩場を伝うことで岬突端の

崖下まで到達し、太平洋の荒波の洗礼を受け余韻を楽

しんだ。

佐多岬の観光客は、展望台で太平洋を眺めて帰るの

が一般的であり、今回のように太平洋の飛沫を浴びる

ほどの経験はしたことがなかった。岬までは有料道路

のみで歩道は設置されていないため、帰路は「シェル

パ斉藤氏 (『BE一 PAL』 誌にて活躍中のバックパッカ

ー)お勧めの「本土最南端 トレイル」を経由して田尻

集落に帰着した。

宮崎支部の踏査完了には、鹿児島県内の分水嶺を一

手に引き受けて踏査した内山会員の努力に負うものが

大であった。紙面を借りて感謝の意を表する次第であ

る。                 (児 島実照)

‐■:=:::|:
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つた分水嶺
宮城支部では、共通区間に割り当てられていた山形

支部との協議の結果、関山峠から北を担当することに

なった。区間内の全体を確認した結果、登山道は全体

の約30%程度であることが判明。多くの会員参加を理

想とするものの、藪こぎに慣れていない会員が大多数

という現実がある。このため、道のない区間は、残雪

期に踏査することとなり、平成16年の春から行動に移

すことになった。

16年の支部総会に先がけて最初の区間、鬼首峠から

花立峠間が実行に移され、多くの支部会員に迎えられ

感激した。夏場は道のある区間を踏査し、多くの会員

がこれを消化した。特に苦労したのは、今年 3月 に実

施した花山峠～須金岳の区間だった。行動中荒天に変

わり、硬くなった雪の痩せ尾根とエスケープルートの

柔らかくて深いラッセルで、里に下りたのが23時を回

り、出迎えのサポートを心配させてしまった。

若手 0年配者・女性などの協力により、 5月 14日 に

宮城支部担当区間のすべて115。 3kmを踏査完了した。

実際に歩いてみると、県境と分水嶺が離れていたり、

地形が複雑で分水嶺の尾根が不明な所があった。また、

熊の足跡とほぼ同じルートで行動したり、思わぬ樹木

に出会ったり、時期によっては、山菜サラダを食べな

がら行動したり、遠いと思っていた隣県の町をすぐ近

くに見おろすことができ、驚かされたこともあった。

送リサポート・迎えサポートについて実費を支部会

計で負担してもらったのも初めてのことだった。何よ

りも大きかったのは、17日 間の山行で、延べ93人の参

加を得たことで、支部の範が締まり、行動意欲が高ま

ったことではないかと考えている。本部の企画ではあ

ったが、支部としてこれを確認し行動目標のひとつと

して、若手から年配者まで、思いもかけないチーム編

成で行動できた。ほんとうに楽しい山行の機会を与え

られたことに感謝している。      (高 橋二義)

神通川と木曽川の分水嶺を歩く

富山支部は中央分水嶺から離れているため、岐阜支

部と協力して岐阜県内の宮峠～乗鞍岳～野麦峠の区間

を分担することになった。全長約50km。 富山と名古

屋 を結ぶ国道41号 線 を高山から南に走 ると宮峠

776。6m。 ここを西の起点として乗鞍岳3025.6mに 至る

稜線の日本海側の水系は、宮川から神通川に合流して

富山湾へと注ぐ。登山道があるのは日影峠から乗鞍岳

山頂の間だけで、道のない区間は残雪期に踏査計画を

たてた。

04年 3月 、宮峠～日影平山間から踏査をスタート。

国道361号線 (美女峠)をはじめ、稜線を横断する林

道などサポート要員が利用できる道路が何本もあって

助かる。前日に宮峠近くの民宿に入り、早朝から美女

峠を起点にカンジキや長靴スタイルでの踏査。杉林の

中ではGPSが うまく使えず苦労する。4月上旬には、

¨
瑯

機 饒

船形山の頂上から中央遠くに見える荒神山への分水嶺を行く
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日本山岳会創立100周年

記念式典・祝賀晩餐会のお知 らせ

平成 17年 10月 15日 (土 )

新高輪プリンスホテル「飛天」「飛鳥」ほか

[言己念 式 典 ]国 内外の山岳関係者を多数お迎えし、

厳粛かつ100年の歴史と伝統にふさわ

しいセレモニーを行います。

開式 午後3時30分

受付 午後2時45分～

会場 「飛天」
会費 無料

[祝賀晩餐会]日 本山岳会の創立100周年を祝う晩餐

会です。1000人規模の壮麗な大宴会

場で、この慶事を迎えます。

開宴

受付

会場
△甕
不 貝

午後6時00分

午後2時45分～

「飛天」

1人 15,000円

[講 演 会]日本を代表するアルパインクライマー

山野井泰史氏と、もう1名の方に講
演をお願いしています。

開演

受付
△ +日
不 セ勿

△ 甕
不 買

午後 1時～午後3時

午後 12時 30分～

「飛鳥」
無料 (非会員の入場可)

[展 示 ] 日本山岳会 100年 の歩みを写真パネル

で展示します。珍しい写真や懐かしい

写真が数多 く展示されます。

時間 午後12時～午後9時 (予定)

会場 「うずしお」
会費 無料

[サロン/交歓会] 記念式典と祝賀晩餐会の間、視賀晩餐

会終了後にご利用いただけるようサロ

ンを設けます。懐かしい会員や親しい

仲間との懇親をお楽しみください。

午後4時30分～午後6時

午後8時～午後9時

「さくら」
無料 (ド リンクは有料)

開場

会 場

△ 甕
Zヽ 東

《タイムスケジュール》
9時12 1 2 3 4 5 6 7 8

躙目 I 目■鵬調器日曜

一一一一一一一鐸一一一一一一一一一
洟 8

1蒻1鰈1蒻1蒻1鰤1鰤1蒻‖輻1蒻1蒻1鰤1鰈1輻1輻1蒻1蒻1蒻1輻‖鰤1屁lhi巫1蒻1闊1鰈 |
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&脳「edFche・ 48

アナフィラキシーとエピベン

野口いづみ

山でハチに刺されて死亡したというニュース

を時折、耳にします。犠牲者で多いのは山林の

作業者で、不運な登山者や遠足の小学生も含ま

れています。これは、アナフィラキシーショッ

クというアレルギー反応によるものです。刺さ

れて1度 目はショックを起こさずに、体内に抗

体ができます。抗体ができてから刺されると、

重症なアレルギー反応であるアナフィラキシー

ショックを起こします。

アナフィラキシーショックは稀ですが、生命

のリスクの高いものです。血圧は低下し、脈は

弱くなり、ショック状態になり、気道は浮腫を

生じて呼吸が困難になります。動物や植物のた

んぱく質を中心として、食物や薬など様々なも

のが原因になります。食べ物では蕎麦やピーナ

ツによるものが有名です。私は薬によるアナフ

ィラキシーショックの 3例に遭遇した経験があ

ります。幸い、3例 とも数時間以内に回復しま

した。

アナフィラキシーショックにはエピネフリン

が奏効します。エピネフリンは、血圧を上げ、

心拍数を増加させ、気管支を拡張させる作用が

あり、アナフィラキシーショックで起こる症状

を改善させます。

最近、「エピペン」という、エピネフリンキ

ットが入手できるようになりました。「エピペ

ン」は、ペン型の容器にエピネフリン 2 mlが

充填されているものです。安全キャップをはず

して先端を太ももに押し付けると、針が押し出

されて、エピネフリン0.3mg(小児では0.15mg)

が筋肉内に注射できるという仕組みです(写真)。

「エピペン」は一般の人にも容易に使うこと

ができ、医師に相談すると自費で入手できます。

欠点として、使用期限が12～ 16カ 月と短い点と、

1万5000～ 2万円程度と高額な点があります。

しかし、山中で他に手立てがない時には他に変

えがたいアイテムであり、特に、ハチに刺され

たことがある登山者には必携と考えます。

エピペンを刺しているところ

%〕ざ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗荘アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐0008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03… 3341‐0030

大阪/′ 〒5“…0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL OG69“Юlll

名古屋/〒 4640807名古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL052‐ 788‐ 2422

爾 9

κ.めμ鮨電́紗

鶉
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車
青
山
脈
未
踏
峰
（６
３
４
５
肝
）
登
頂

伊
藤
寿
男

８
月
１
日
、
平
均
年
齢
６１
歳
の
熟
年
登
山
隊
が
、
昆
合
山
脈
の
未
踏
峰
（６

３
４
５
房
）
に
登
項
し
た
。
登
山
期
間
は
、
２
０
０
５
年
７
月
１４
日
～
８

月
１０
日
。
隊
の
構
成
は
、
伊
藤
寿
男
（６６
歳
）
隊
長
、
前
田
栄
三
（６１
歳
）

副
隊
長
、
泉
谷
洋
行
（６１
歳
）
。
栗
本
俊
和
（５６
歳
）
隊
員
か
ら
成
る
。

対
象
の
山

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
西
南
端
の
町

イ
エ
チ
ェ
ン
を
起
点
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の

ラ
サ
ま
で

「新
蔵
公
路
」
が
通
じ
て
い

る
。
こ
の

「新
蔵
公
路
」
を
使

っ
て
イ

エ
チ
ェ
ン
か
ら
約
５
３
０
キ

ロ南
下
し
、

こ
こ
で
公
路
を
離
れ
て
東
に
、
砂
漠
の

中
を
直
線
距
離
に
し
て
約
１６
キ

ロ入
っ
た

地
点
に
こ
の
山
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
右

折
す
る
広
大
な
谷
間
の
奥
に
鎮
座
し
て

お
り
、
残
念
な
が
ら

「新
蔵
公
路
」
か

ら
こ
の
山
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

昆
奇
山
脈
の
未
踏
の
山
を
登
る
と
い

う
の
が
我
々
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
。

「昆
脊
」
と
い
う
響
き
は
、
な
ん
と
な
く

東
洋
的
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
彿
彿
さ

せ
る
。
さ
ら
に
、
歴
史
と
ロ
マ
ン
を
感

じ
さ
せ
、
憧
れ
て
き
た
。

昆
奇
山
脈
の
中
か
ら
、
我
々
の
年
齢

と
体
力
、
そ
し
て
技
術
力
に
見
合
う
山

を
見
つ
け
る
た
め
に
、
昨
年
９
月
に
こ

の
地
域
に
入
っ
た
。

６
０
０
０
際
月
以
上
の
山
で
、
ボ
ッ
カ

不
足
を
補
う
た
め
車
で
高
所
ま
で
入
れ

る
こ
と
、
難
し
い
登
山
技
術
を
要
し
な

い
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も

「白
き
た

お
や
か
な
山
」
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う

我
々
の
条
件
を
満
た
し
た
の
が
こ
の
山

だ

っ
た
。

Ｂ
Ｃ
を
招
待
所
に

以
後
１
年
間
、
日
本
の
山
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
む

一
方
、
熟
年
登
山
隊
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
タ
ク
テ
ィ
ク
ス

を
念
入
り
に
検
討
し
た
。

固
定
観
念
を
捨
て
、
Ｂ
Ｃ
を
テ
ン
ト

で
は
な
く

「招
待
所
」
に
し
た
の
も
検

討
の
結
果
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、

こ
れ
が
、
全
員
元
気
で
同
時
登
項
と
い

う
成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

「招
待
所
」
は
、
バ
ラ
ッ
ク
に
ベ
ッ
ド

を
置
い
た
だ
け
の
粗
末
な
簡
易
宿
泊
所

だ

っ
た
。
最
初
は
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
所

が
Ｂ
Ｃ
か
、
と
い
う
印
象
だ
っ
た
が
、

時
の
経
過
と
共
に
、
屋
根
付
き
、
お
湯

付
き
、
し
か
も
自
由
な
空
間
付
き
と
い

う
環
境
が
、
ま
さ
に
黄
金
の
御
殿
の
よ

う
に
思
え
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
御
殿

で
じ
っ
く
り
静
養
し
、
英
気
を
養
う
こ

と
が
で
き
た
。

Ｂ
Ｃ
で
あ
る
大
紅
柳
灘

（４
２
６
５

鮮
）
に
着
い
た
の
は
、
成
田
を
発

っ
て

か
ら
６
日
目
で
あ
る
。
そ
の
間
、
ジ
ェ

ッ
ト
機
を
乗
り
継
ぎ
、
四
輪
駆
動
車
２

台
を
使

っ
て
の
走
行
で
あ
っ
た
。
途
中

３
３
０
０
際
川
～
４
９
０
０
日
川
の
峠
を
三

つ
越
え
、
じ
っ
く
り
高
度
順
化
を
し
な

が
ら
の
Ｂ
Ｃ
入
り
で
あ
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
ア
タ
ッ
ク
ま
で

Ａ
Ｂ
Ｃ

（５
４
４
０
房
）
は
、
四
輪

駆
動
車
で
の
最
高
到
達
地
点
に
設
け
た
。

「新
蔵
公
路
」
か
ら
離
れ
、
砂
漠
の
中

で
は
ス
タ
ッ
ク
を
心
配
し
た
が
、
我
々

の
四
輪
駆
動
車
は
こ
こ
ま
で
上

っ
て
く

れ
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
、
我
々
に
よ
る
登
山

だ
。
人
力
、
馬
、
ロ
バ
、
ら
く
だ
な
ど

の
手
配
は
、
地
理
的
に
困
難
で
あ
る
。

昨
年
の
最
高
到
達
点
５
８
０
０
際
月
に

Ｃ
ｌ
を
設
け
る
。
こ
こ
か
ら
上
部
は
、

雪
と
岩
の
世
界
で
あ
る
。
Ｃ
ｌ
を
ベ
ー

ス
に
、
更
に
６
１
２
０
い
川
ま
で
登
り
、

上
部
を
偵
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
ピ
ー

ク
ま
で
の
ル
ー
ト
が
明
確
に
指
摘
で
き

た
。
雪
稜
を
迪
れ
ば
、
ス
ノ
ー
バ
ー
や

フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
使
わ
ず
に
、

ピ
ー
ク
に
到
達
で
き
そ
う
だ
。
ル
ー
ト

を
確
認
後
、
予
定
通
り
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に

下
り
、
１
日
半
の
静
養
を
す
る
。

Ｂ
Ｃ
で
十
分
静
養
し
、
体
調
を
整
え

た
後
Ｃ
ｌ
に
入
る
。
次
の
日
、
６
０
１

０
い
月
に
Ｃ
２
を
設
営
し
て
泊
ま
り
、
翌

日
の
ア
タ
ッ
ク
に
備
え
た
。

８
月
１
日
、
珍
し
く
ガ
ス
が
流
れ
ピ

ー
ク
が
見
え
な
い
中
、
ア
タ
ッ
ク
開
始

で
あ
る
。
左
か
ら
の
雪
稜
と
の
ジ
ャ
ン

ABC上部より望む6345メ ー トルの未踏峰
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１
０
０
周
年
記
念
事
業

会
員
募
金
並
び
に
有
志
募
金
の
御
礼
と
こ
報
告
０

募
金
委
員
会

左
記
の
大
学
、
企
業
、
会
員
よ
り
募

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学

名
、
企
業
名
、
お
名
前
を
掲
載
し
お
礼

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
大
学
募
金

（２
校
）

東
海
大
学
、
青
山
学
院
大
学

２
．
企
業
募
金

（６
社
）

住
友
生
命
保
険
閉
、
閉
ア
ー
ク

・
ス
リ

ー

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
田
中
倉

庫
閉
、
閉
三
恵
、
千
葉
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
閉
、

閉
ツ
ム
ラ

３
．
有
志
募
金
お
よ
び
会
員
募
金

〈有
志
募
金
〉

１０
万
円
以
上

（１
名
）

奥
野
静
子

５
万
円
以
上

（７
名
）

泉
尾
忠
、
青
木
巌
、
神
崎
忠
男
、
山
本

健

一
郎
、
贄
田
統
亜
、
城
隆
嗣
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
つ
く
も
会

３
万
円
以
上

（６
名
）

中
村
テ
ル
、
松
丸
秀
夫
、
高
須
梧
郎
、

長
谷
川
忠
彦
、
山
下
康
成
、
林
善
八
郎

１
万
円
以
上

（１３
名
）

井
口
謙
司
、
平
井

一
正
、
梅
野
淑
子
、

伊
藤
祐
道
、
河
西
邦
彦
、
川
里
弘
孝
、

阪
下
幸

一
、
江
口
欣
也
、
中
條
昌
子
、

加
藤
良
二
、
緒
方
郁
映
、
佐
野
正
之
、

三
宅
國
男

〈会
員
募
金
〉

９
干
円

（５７
名
）

岡
村

一
郎
、
高
田
誠
、
小
原
晴
子
、
野

田
耕

一
郎
、
長
沼
雄
志
、
瀧
島
清
、
大

澤
宣
彦
、
板
橋
元

一
、
梨
羽
時
春
、
白

川
義
員
、
梅
本
知
栄
子
、
田
上
敏
行
、

葛
谷
凱
治
、
小
島
高
人
、
松
本
恒
広
、

佐
藤
淳
志
、
鈴
木
清
、
蓬
田
時
男
、
平

井
和
雄
、
広
木
孝

一
、
蓬
田
三
枝
子
、

深
田
泰
三
、
山
本
淳
、
松
沢
節
夫
、
安

井
康
夫
、
秋
野
子
弦
、
小
泉
弘
、
鶴
田

佐
知
子
、
長
田
健
三
、
佐
藤
英
夫
、
廣

永
峻

一
、
藤
野
和
男
、
宮
川
流
太
郎
、

新
井
文
男
、
村
上
清
光
、
鈴
木
美
代
、

堀
内
孝
雄
、
北
山
久
雄
、
今
田
明
子
、

宮
森
実
、
奄
谷
利
夫
、
渡
辺
誠
、
宮
島

順

一
、
佐
藤
建
、
佐
藤
隆
子
、
刈
谷
靖

彦
、
岩
田
和
夫
、
森
永
貴
子
、
野
中
清

義
、
佐
藤
康
夫
、
高
橋
保
夫
、
武
田
誠

司
、
浅
野
亘
寛
、
山
並
久
次
、
浜
田
正

敏
、
芝
田
稔
、
平
野
和
夫
　
　
　
以
上

（敬
称
略
、
８
月
末
現
在
）

ク
シ
ョ
ン
ま
で
は
、
ほ
ぼ
忠
実
に
稜
線

を
迪
る
。
こ
こ
か
ら
プ
ラ
ト
ー
に
な
り

項
上
に
至
る
と
い
う
の
が
、
今
ま
で
偵

察
を
し
た
我
々
の
了
解
で
あ
っ
た
。
ガ

ス
の
中
、
ど
ん
ど
ん
高
み
を
目
指
す
う

ち
に
急
に
前
が
無
く
な
っ
た
…
…
。
こ

こ
が
頂
上
で
あ
っ
た
。

頂
上
に
て

頂
上
で
は
打
ち
合
わ
せ
通
り
、
直
径

１
日
川
の
円
を
描
き
、
皆
で

「
い
ち
、
に

の
、
さ
ん
！
」
で
円
の
中
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。
午
前
Ｈ
時
５
分
、
全
員
同
時

登
項
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。

ガ
ス
が
切
れ
薄
日
が
射
す
と
、
白
い8月 1日 午前11時 5分、初登頂の頂上にて

山
々
が
累
々
と
果
て
し
な
く
連
な
る
昆

脊
山
脈
が
現
れ
た
。
そ
の
巨
大
さ
に
圧

倒
さ
れ
、
畏
怖
の
念
さ
え
覚
え
る
。
日

本
か
ら
大
事
に
持

っ
て
き
た
岳
友
の
遺

影
を
取
り
出
し
、
周
り
の
光
景
を
見
せ

た
。
か
つ
て
、
志
を
共
に
こ
の
項
を
目

指
し
た
が
、
３
年
前
、
大
菩
薩
峠
の
登

山
口
で
急
逝
し
た
岳
友
で
あ
る
。

下
り
は
、
登
り
以
上
に
慎
重
に
足
を

運
ぶ
。

そ
の
後
、
Ｃ
２
、
Ｃ
ｌ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
、

来
た
時
と
同
じ
よ
う
に
き
れ
い
に
清
掃

し
て
、
撤
収
し
て
き
た
。

最
後
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

今
回
の
遠
征
は
、
我
々
だ
け
で
計
画
、
蝠

実
行
し
た
、
手
作
り
の
遠
征
で
あ
る
。

国
内
の
個
人
山
行
の
よ
う
に
、
気
軽
に

行
な
っ
て
き
た
。
案
ず
る
よ
り
も
産
む

が
や
す
し
の
感
で
あ
る
。

今
後
は
、
我
々
の
よ
う
に
、
気
の
合

う
者
同
士
の
、
小
規
模
の
、
私
的
で
質

素
な
、
貧
乏
遠
征
隊
も
ど
ん
ど
ん
出
か

け
て
行

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
時
代
だ
と
思
う
。

我
々
は
こ
の
山
を

「
ユ
メ
（夢
）
ム
ス

タ
ー
ク
」
と
名
づ
け
た
。
新
山
名
を
付

し
た
登
項
証
明
書
が
、
近
々
、
カ
シ
ュ

ガ
ル
登
山
協
会
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
は

ず
で
あ
る
。

一魃̈一̈一り一一̈一一̈一̈一̈̈一一一一̈一一一一一一̈一一一一■
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全国各地の支部から、それぞれの活動状況を、
北から南へとリポー トします。

夏
山
山
行
「西
吾
妻
山
」

山
形
支
部
の
夏
山
山
行
は
、
７
月
２３

日
～
２４
日
、
吾
妻
連
峰
・西
吾
妻
山
（２

０
３
５
房
）
で
行
な
わ
れ
た
。

１６
年
度

は

「中
央
分
水
嶺
踏
査
」
登
山
が
１４
回

あ
り
、
支
部
事
業
単
独
山
行
は
１
年
ぶ

り
の
こ
と
で
あ
る
。

早
朝
６
時
、
参
加
者
９
名
は
車
で
米

沢
市
白
布
温
泉
湯
元
駅
に
移
動
す
る
。

湯
元
駅
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
始
発
に

合
わ
せ
、
予
定
通
り
の
パ
ノ
ラ
マ
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
空
中
散
歩
と
な
る
。
天
元
台

高
原
駅
で
、
簡
単
な
セ
レ
モ
ニ
ー
後
、

更
に
リ
フ
ト
３
本
を
乗
り
継
ぎ
登
山
口

に
到
着
。
登
山
口
と
い
っ
て
も
標
高
１

吾妻連峰最高峰の西吾妻山 (2035m)に て

８
２
０
肝
、
こ
こ
は
も
う
主
稜
線
で
あ

る
。
雨
季
の
今
は
、
花
の
観
賞
に
は
絶

好
の
条
件
で
あ
る
。

大
長
老
の
水
沢
富

一
郎
会
員

（永
年

会
員
）
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
ベ
テ
ラ

ン
の
名
ガ
イ
ド
を
受
け
な
が
ら
の
登
山

は
、
と
て
も
心
強
く
有
難
い
。

コ
メ
ツ
ガ
林
の
中
を
登
り
、
低
木
帯

を
抜
け
る
と
展
望
が
開
け
、
大
パ
ノ
ラ

マ
と
花
々
の
出
迎
え
で
あ
る
。
ア
ズ
マ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ワ

タ
ス
ゲ
、
チ
ン
グ
ル
マ
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ

な
ど
、
夏
の
花
が
見
ご
ろ
で
あ
る
。

や
が
て
吾
妻
の
見
ど
こ
ろ
、
梵
天
岩
、

天
狗
岩
な
ど
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
し
た
大
き

な
岩
が
現
れ
、
遥
か
に
隆
起
し
乳
頭
を

彿
彿
さ
せ
る
山
、
吾
妻
連
峰
盟
主
の
西

吾
妻
山
も
近
い
。

天
狗
岩
で
吾
妻
神
社
に
拝
礼
、
オ
オ

シ
ラ
ビ
ソ
低
木
林
を
登
り
つ
め
る
と
山

頂
で
あ
る
。
低
木
樹
林
帯
に
ひ
っ
そ
り

と
た
た
ず
む
西
吾
妻
山
項
碑
を
バ
ッ
ク

に
記
念
撮
影
を
し
、
山
を
下
る
。

お
お
く
ば

帰
路
は
大
凹
の
お
花
畑
と
、
い
る
は

沼
を
回

っ
て
花
を
観
賞
し
、
吾
妻
の
山

の
花
旅
を
満
喫
し
た
。

夜
は
名
湯

・
白
布
高
湯
温
泉
で
汗
を

流
し
、
宿
で
懇
親
会
を
行
な
っ
た
。
宴

席
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
遅
く
ま
で

続
い
た
。　
　
　
　
　
　
（菅
原
富
喜
）

第
５９
回
上
高
地
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

６
月
４
日
～
５
日
、
第
５９
回
上
高
地

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
ウ
ェ

ス
ト
ン
祭
は
、
地
元
や
支
部
会
員
な
ど
、

多
く
の
方
々
の
協
力
の
も
と
に
行
な
わ

れ
て
い
る
。

６
月
４
日
は
記
念
登
山

（島
々
～
上

高
地
、

２０
キ

ロ）
で
あ
る
。
島
々
の
皆
さ

ん
に
、
早
朝
か
ら
茶
菓
の
接
待
を
受
け

る
。
長
年
に
わ
た
り
、
こ
の
接
待
を
続

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
元
の
皆
さ
ん

に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
１
０

０
年
以
上
も
昔
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
こ
こ

に
宿
を
取

っ
た
と
き
、
純
朴
で
心
温
ま

る
も
て
な
し
に
涙
し
た
と
い
う
。

「今
日
は
、
最
近
で
は
珍
し
く
良
い
天

気
だ
が
、
昼
ご
ろ
雪
が
降
る
か
も
…
…
」
、

と
地
元
の
人
の
声
で
あ
る
。
こ
の
予
報

は
ズ
バ
リ
的
中
。
峠
で
は
あ
ら
れ
が
降

っ
た
と
い
う
。
３
０
０
人
近
い
参
加
者

は
冷
た
い
雨
に
遭

っ
た
も
の
の
、
全
員

無
事
に
８
～
１０
時
間
の
徳
本
峠
越
え
を

行
な
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、安
曇
野
小
・

中
学
校
の
生
徒
も
参
加
し
て
お
り
、
記

念
山
行
に
花
を
そ
え
た
。

５
日
は
碑
前
祭
で
あ
る
。
今
年
は
、

安
曇
村
が
松
本
市
に
合
併
し
て
初
年
度

で
あ
り
、
日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周

年
と
相
ま
っ
て
の
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー

と
な
っ
た
。
多
く
の
来
賓
の
方
々
と
、

山
を
愛
す
る
２
０
０
人
近
い
人
た
ち
が

集

っ
た
。
創
立
５０
周
年
を
迎
え
た
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
ク
ラ
ブ
の
歌
声
に
導
か
れ
、

献
花
と

一
連
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
る
。

「ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
歌
」
は
、
詩
人
で

も
あ

っ
た
尾
崎
喜
八
二
代
目
支
部
長
が

作
詩
し
、
自
ら
朗
読
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
詩
が
、
百
田
会
員
に
よ
っ

て
朗
読
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
支
部
長
に

続
き
平
山
会
長
と
市
長
の
挨
拶
の
後
、

安
曇
野
小
学
校
４
年
生
９
名
の
清
ら
か

な
歌
声
が
上
高
地
の
空
を
貫
い
た
。

そ
の
後
、
平
山
会
長
に
よ
る

「私
の

上
高
地
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
な

わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
昭
和
２７
年
、
大

学
山
岳
部
時
代
に
初
め
て
上
高
地
を
訪

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
北
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
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マ
ラ
ヤ
、
南
極
へ
と
話
が
派
生
し
、
山

へ
の
挑
戦
の
過
程
を
語
っ
た
。
合
わ
せ

て
人
と
自
然
と
の
共
生
、
生
涯
登
山
の

楽
し
み
方
な
ど
に
も
触
れ
、
硬
派
で
力

溢
れ
る
話
と
な
っ
た
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
業
績
を
顕
彰
し
、
感

謝
し
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
受
け

継
ぎ
後
世
に
伝
え
て
い
く
、
フ」
れ
が
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
と
考
え
る
。
い
く
つ
も
の

歴
史
を
残
し
て
今
が
あ
り
、
先
輩
岳
人

の
徳
を
称
え
、
末
永
く
続
け
て
い
く
こ

と
、
こ
れ
が
歴
史
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

来
年
は
６０
回
、
上
高
地
で
会
い
ま
し

ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
（中
野
和
郎
）

扁
四
団
一

第
１
回
山
の
博
覧
会

日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
を
記

念
し
て
、
７
月
９
日
、
甲
府
市

・
山
梨

学
院
大
学
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
、
第

１
回
山
の
博
覧
会

「山
を
知
ろ
う
、
山

へ
行
こ
う
」
を
開
催
し
た
。

山
の
博
覧
会
は
、
本
部
１
０
０
周
年

と
、

０８
年
に
迎
え
る
支
部
６０
周
年
記
念

事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

午
前
中
は
羽
田
栄
治
会
員
の
解
説
で
、

山
岳
映
画

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」
（大

正
１２
年
の
北
ア
ル
プ
ス
）
と

「雪
の
赤

石
岳
」
（大
正
１３
年
の
南
ア
ル
プ
ス
）
を

上
映
。

午
後
は
渡
邊
玉
枝
会
員
が

「山
登
り

の
楽
し
さ
」
、
柳
沢
昭
夫
会
員
が
「登
山

の
発
展
と
安
全
技
術
」
、永
田
秀
樹
会
員

が

「山
の
魅
カ
ー

シ
ベ
リ
ア
と
カ
ラ

コ
ル
ム
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
を
行
な

っ
た
。

支
部
で
は
、
地
方
に
お
け
る
登
山
と

山
岳
文
化
の
普
及

・
振
興
を
目
的
に
、

１
０
０
周
年
兼
６０
周
年
事
業
委
員
会
を

設
置
し
た
。
事
業
部
門
は
山
岳
総
合
講

座
を
目
標
に
準
備
を
進
め
、
山
梨
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
、
山
梨
学
院
大
と

の
連
携
を
成
立
さ
せ
た
。
準
備
の
過
程

で
は
、
登
山
や
山
の
自
然
に
か
か
わ
る

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
目
指
し
た
。
総

合
タ
イ
ト
ル
を

「山
の
博
覧
会
」
と
し
、

０８
年
ま
で
年
１
回
、
４
年
間
の
継
続
事

業
と
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
苦
労
が

あ
っ
た
。
会
員
８０
名
余
り
の
支
部
の
最

大
の
難
関
は
、
参
加
者
の
確
保
だ
っ
た
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い

た
い
と
、
４
０
０
人
の
参
加
を
目
標
に

設
定
し
た
。
動
員
目
標
を
設
け
、
支
部

長
が
檄
文
を
送
る
な
ど
、
か
つ
て
な
い

取
り
組
み
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当

日
の
参
加
者
も
含
め
４
２
３
名
の
参
加

者
を
得
た
。

今
後
は
、

０６
年
は
自
然
系
、

０７
年
は

文
科
系
、

０８
年
は
レ
ス
キ
ュ
ー
な
ど
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
講
座
、
作
品
展
、
登
山
用

品
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
っ
た
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

今
回
の
参
加
者
に
は
、
山
梨
学
院
大

や
山
梨
大
の
山
岳
部
学
生
の
参
加
が
あ

っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
中
高
年
で

あ
っ
た
。
今
後
は
、
若
い
人
が
参
加
し

た
く
な
る
企
画
も
課
題
と
考
え
て
い
る
。

（深
沢
健
三
）

大
文
字
ビ
ア
バ
ー
テ
ィ
ー

京
都
支
部
で
は
、
７
月
の
最
終
土
曜

日
に
大
文
字
山
で
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
く
の
を
恒
例
に
し
て
い
る
。
今
年
も

７
月
３０
日
、

２１
人
の
参
加
者
で
開
催
、

通
算
１７
回
日
と
な
っ
た
。

大
文
字
山
は
、
東
山
二
十
六
峰
の
主

峰
、
如
意
嶽
中
腹
山
域
の
称
で
あ
る
。

西
に
開
け
た
そ
の
三
角
面
に
、
毎
年
８

月
１６
日
、
大
の
字
に
並
べ
て
積
ま
れ
た

薪
が
燃
や
さ
れ
る
。
京
都
五
山
送
り
火

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
大
の
字
の
中

心
、
標
高
３
５
０
際
川
地
点
に
弘
法
大
師

の
お
堂

（堂
宇
で
は
な
く
、
窟
で
あ
る
）

が
あ
る
。
そ
の
前
の
広
場
で
宴
を
開
く
。

正
面
西
側
に
は
愛
宕
山

・
京
都
西
山
、

右
の
北
側
に
は
比
叡
山

ｏ
京
都
北
山

・

丹
波
高
原
、
左
の
南
方
遥
か
に
生
駒
山
、

そ
し
て
眼
下
に
は
京
都
盆
地
が

一
望
に

収
ま
る
と
い
う
、
天
下
の
絶
景
で
あ
る
。

陽
が
愛
宕
山
に
没
し
た
午
後
６
時
３０

分
、
斎
藤
惇
生
元
会
長
の
発
声
で
宴
が

始
ま

っ
た
。
広
げ
た
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト

の
真
ん
中
に
、
女
子
会
員
手
作
り
の
料

理
と
、
男
子
会
員
持
参
の
料
理
が
並
ぶ
。

そ
れ
を
コ
ッ
プ
片
手
に
、
バ
イ
キ
ン
グ

の
よ
う
な
気
分
で
ご
馳
走
に
な
る
。

空
に
星
が
瞬
き
だ
す
頃
、
地
面
に
敷

か
れ
た
銀
砂
子
は
次
第
に
そ
の
輝
き
を

増
し
、
渡
る
風
は
頬
に
心
地
よ
い
。
こ

の
風
情
は
、
ビ
ル
の
屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。

参
加
者
の
ひ
と
り
か
ら

「こ
ん
な
愉

快
な
催
し
を
京
都
支
部
だ
け
で
や
る
の

は
も

っ
た
い
な
い
。
ぜ
ひ

『山
』
の
支

部
だ
よ
り
に
投
稿
し
、
全
国
の
会
員
に

知

っ
て
も
ら
う
べ
き
で
す
よ
」
と
の
弁

を
受
け
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
次
第
で
あ

る
。鬼

に
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

来
年
は
７
月
２９
日
午
後
５
時
３０
分
、
銀

閣
寺
門
前
集
合
予
定
で
あ
る
。
宴
は
午

後
９
時
ご
ろ
ま
で
続
く
。
自
分
の
飲
み

物
と
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
お
忘
れ
な
く
。

御
地
名
産
の

一
品
の
差
し
入
れ
大
歓
迎

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
（中
島
道
郎
）

京
都
支
部

爾 13
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探
索
山
行

・
北
方
系
植
物
観

察
と
四
阿
山
登
山

こ
れ
ま
で
、
緯
度

・
高
度
で
そ
の
土

地
の
気
象
や
動
植
物
の
分
布
な
ど
を
考

え
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
探
索
山

行
で
そ
の
認
識
を
改
め
た
。

６
月
１８
日
、
池
袋
を
バ
ス
で
出
発
。

菅
平
に
着
く
頃
に
は
梅
雨
空
も
晴
天
と

な
る
。
芳
野
委
員
の
案
内
で
、
自
生
地

で
の

「
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
」
を
観
察
す
る
。

「
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
」
は
数
万
年
前
の
間
氷

期
の
植
物
で
、
日
本
で
は
菅
平
だ
け
に

残
る
天
然
記
念
物
で
あ
る
。

現
地
参
加
組
と
合
流
、
総
勢
２３
名
で

筑
波
大
学
菅
平
高
原
実
験
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
。
セ
ン
タ
ー
長
の
徳
増
教
授
よ
り

「菅
平
高
原
の
自
然
と
生
物
」
の
講
演
を

受
け
る
。

菅
平
の
緯
度
は
、
石
川
県
金
沢
、
茨

城
県
常
陸
太
田
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

年
間
の
平
均
気
温
は
北
海
道
稚
内
に
近

い
。
こ
れ
は
四
阿
山
な
ど
の
山
々
に
囲

ま
れ
、
そ
こ
の
冷
気
が
盆
地
で
あ
る
菅

平
に
集
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

本
州
で
は
最
後
ま
で
氷
河
期
の
気
象
が

残
り
、
北
方
系
の
植
物
が
見
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
。

次
に
、
寒
冷
湖
で
あ
る

「菅
平
湿
原
」

（天
然
記
念
物
）
で
、
北
方
系
植
物
や
地

名
の
由
来
で
あ
る
菅
の
群
生
の
中
を
散

策
し
た
。

続
い
て
、
電
気
通
信
大
学
菅
平
宇
宙

電
波
観
測
所
へ
向
か
う
。
芳
野
委
員
が

昭
和
４３
年
に
創
設
し
、
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
研
究
を
続
け
て
き
た
所
で
あ
る
。

富
沢
先
生
よ
り
、
施
設
の
案
内
と
観

測
テ
ー
マ
の
説
明
を
受
け
る
。
非
対
称

の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
や
、
太
陽
風
の

観
測
解
析
、
地
殻
変
動
に
伴
う
電
磁
放

射
の
観
測
等
、
日
頃
耳
に
し
な
い
話
に

F¬軍
ト

群W雨冒

趙晰杉 珀゙①

日本山岳会の各委員会、

同好会の活動報告です

9月

多
少
頭
が
混
乱
す
る
。

宿
泊
は
付
属
の
宿
泊
棟
で
、
夕
食
に

ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
楽
し
い
歓
談
と
な

っ
た
。

６
月
１９
日
晴
れ
、
８
時
過
ぎ
に
牧
場

横
の
登
山
口
よ
り
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
四
阿
山
を
目
指
す
。
今
の

季
節
が

一
番
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
満

開
の
レ
ン
グ
ツ
ツ
ジ
が
道
の
左
右
を
埋

め
尽
す
。
高
度
を
上
げ
る
に
つ
れ
、
高

山
植
物
の
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
ア
ズ
マ
ギ
ク

の
可
憐
な
花
が
姿
を
見
せ
る
。
３
時
間

ほ
ど
で
山
項
に
到
着
し
た
。
残
念
な
が

ら
ガ
ス
で
眺
望
は
き
か
な
い
。
昼
食
後
、

記
念
写
真
を
撮
る
。

下
山
は
、
菅
平
盆
地
を
見
下
ろ
し
て

の
気
持
ち
良
い
山
歩
き
と
な
っ
た
。
バ

ス
に
乗

っ
た
と
こ
ろ
で
激
し
い
に
わ
か

雨
と
な
る
。
ラ
ッ
キ
ー
と
は
こ
の
こ
と

か
…
…
。
前
泊
の
施
設
で
汗
を
流
し
、

の
ん
び
り
と
帰
京
。

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
筑
波
大
学

・

電
気
通
信
大
学
各
関
係
者
の
方
々
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（大
友
裕
美
）

楽
し
か
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
山
行
デ

ビ
ュ
ー

日
本
山
岳
会
に
入
会
し
た
頃
、
年
会

費
の
負
担
が
心
配
で
我
が
家
の
家
計
を

握

っ
て
い
る
妻
に
相
談
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
思
い
で
入
っ

た
も
の
の
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
も
出
席
せ

ず
、
毎
月
送
ら
れ
て
く
る

『山
』
も
チ

ラ
リ
と
見
る
だ
け
で
、
長
い
問
幽
霊
会

員
を
続
け
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
知
り
合
い
か
ら
事

業
委
員
会
山
行
へ
の
誘
い
の
メ
ー
ル
が

あ
っ
た
。
目
的
地
は
鳥
海
山
と
栗
駒
山
。

鳥
海
山
は
ア
プ
ロ
ー
チ
し
に
く
い
矢
島

口
か
ら
の
ル
ー
ト
だ

っ
た
こ
と
、
栗
駒

山
は
会
社
の
ワ
ン
グ
ル
部
の
女
性
に
、

先
を
越
さ
れ
て
悔
し
い
思
い
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
参
加
し
た
。

７
月
１６
日
、
朝
早
い
出
発
で
も
あ
り

M14
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車
中
は
寝
て
い
こ
う
と
決
め
て
い
た
。

し
か
し
、
車
窓
か
ら
見
る
風
景
は
目
新

し
く
、
初
め
て
会
う
人
達
と
の
話
も
興

味
深
く
、
寝
て
は
い
ら
れ
な
い
車
中
と

な
っ
た
。
初
日
の
宿
は
鳥
海
荘
で
あ
る
。

露
天
風
呂
か
ら
鳥
海
山
が
見
え
る
は
ず

だ
が
、
上
半
分
は
雲
に
隠
れ
て
見
え
な

い
。
し
か
し
、
中
腹
に
あ
る
残
雪
が
何

力
所
も
眺
め
ら
れ
た
。

１７
日
は
矢
島
ロ
ヘ
移
動
。
祓
川
ヒ
ュ

ッ
テ
の
先
は
竜
ヶ
原
湿
原
で
あ
る
。
湿

原
を
渡
る
風
が
心
地
い
い
。
そ
の
先
か

ら
は
い
よ
い
よ
雪
渓
と
な
る
。
急
斜
面

を
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
登
る
。
振
り
返

る
と
、
七
つ
釜
避
難
小
屋
の
赤
い
屋
根

が
見
え
た
。
そ
の
後
も
、
夏
道
と
雪
渓

を
交
互
に
歩
く
。
途
中
か
ら
ガ
ス
が
湧鳥海山山頂にて

連続講演会「語り継ぐ 黎明期の登山…それぞれの山」

第5回 松丸秀夫さん「山日記から見えてくる日本山岳会」
資料映像委員会

松丸秀夫名誉会員は「山日記」の編纂に長い問携わってこられました。
「山日記」は1930年 に誕生し、1989年 までに53号 を発行。多くの岳人に「赤い表紙の
山日記」と呼称され、愛され、指針として貢献しました。その「山日記」にスポット
を当て、日本山岳会の歴史を検証し、覗いてみようというのが講演のテーマです。
100周年の節目に、「日本のアルピニズムを勃興させよう」という先人達が抱いた創

立の心に触れ、これからの組織のあり方や方向性を考える一端として企画しました。
懐かしい「山日記」、はじめて目にする「山日記」・‥…想いはそれぞれでしょう。
当日は希少な「第 1号山日記」を映写、他号の「山日記」なども展示予定です。

◆日 時  11月 3日 困 14時20分～16時30分 (入場は13時30分 より)

*山 日記の展示は13時30分～16時40分

◆場 所  東京都体育館第 1会議室(JR中央線「千駄ヶ谷」駅下車 1分、都営地下
鉄大江戸線「国立競技場」駅下車A4出口前)

◆定 員  120名 (当 日の受付可。なるべく事前にお申込みください。会員外の参加
も可、無料です)

◆申込み・問合せ 郵便、メール、FAXにて会員番号、氏名を記入のうえ下記ヘ
*奈良千佐子 (〒 150-0001渋谷区神宮前 3-29-11 団 03-3402-6014

区]mt.chisak。 @mbconrtyocom)

◆講演会終了後に懇親会を予定しています(17時 ～19時 )。 参加希望者は10月 20日 まで
に、合わせてお申込みください。

い
て
き
て
、
見
晴
ら
し
は
な
く
な
っ
た
。

最
後
の
舎
利
坂
は
な
か
な
か
き
つ
い
登

り
で
、
や
っ
と
の
思
い
で
七
高
山
に
到

着
。
時
折
、
強
い
風
が
吹
く
中
、
記
念

撮
影
、
昼
食
後
に
下
山
。

１８
日
は
栗
駒
山
登
山
で
あ
る
。
須
川

高
原
温
泉
の
裏
か
ら
登
り
始
め
る
が
、

横
を
流
れ
る
温
泉
の
臭
い
が
き
つ
い
。

ム
シ
風
呂
の
横
を
通

っ
て
名
残
ヶ
原
へ
。

湿
原
は
開
放
感
が
あ
っ
て
気
分
が
い
い
。

小
沢
を
渡

っ
て
地
獄
谷
に
沿

っ
て
登
る
。

今
日
は
梅
雨
に
し
て
は
良
い
天
気
だ
が
、

遠
望
は
き
か
な
い
。
昭
和
湖
で
小
休
止
。

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
湖
面
が
美
し
い
。

天
狗
平
経
由
で
栗
駒
山
へ
。
山
項
に
埋

設
さ
れ
た
三
角
点
の
１
等
の
文
字
の
部

分
が
欠
損
し
て
い
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。

初
め
て
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
企
画
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
３
日
間
の
山
行
は
、

印
象
に
残
る
楽
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

親
し
い
人
も
で
き
、
昔
話
も
い
ろ
い
ろ

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
ま
で
企
画
に

参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
た
。

今
後
は
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
、
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
　

（引
間
恭
夫
）

避壕Q態達きい―バ
｀

印
国土交通大臣登録旅行業第490号/(1動 日本旅行業協会正会員 (9ポ 〕ド曇限書員

月り1障グ」卜.多ぜ貿』:罵釜″
〒105‐0003東 京都港区西新橋 1‐ 12‐ 1西新橋 1森 ビル2F留,03-3503-1911
大阪 奮 06‐6444‐ 3033 名古屋 a052‐ 581‐3211 福岡 8092‐715■ 557

e‐ma‖ :info@a:pine‐ tour.col「l http:〃 www.a:pine,toun com
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大
島
亮
吉

ｏ
著
／
大
森
久
雄

・
編

『
〔新
編
〕
山
　
紀
行
と
随
想
』

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
山
岳
名

著
と
い
わ
れ
る
本
を
手
頃
な
体
裁
と
価

格
で
、
私
た
ち
読
者
に
届
け
て
く
れ
る
。

そ
の
シ
リ
ー
ズ
か
ら
新
し
く
登
場
し
た

の
が
本
書
。

大
島
亮
吉
は
１
８
９
９
年
生
ま
れ
。

慶
應
義
塾
山
岳
会
に
所
属
し
、
大
正
後

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
積
雪
期
登

山
、
岩
登
り
の
先
駆
的
な
活
動
を
す
る
。

彼
が
伝
説
的
に
語
ら
れ
、
フ
ァ
ン
が

多
い
の
は
、

２８
歳
の
若
さ
で
前
穂
高
岳

か
ら
墜
落
し
て
死
亡
し
た
こ
と
に
併
せ
、

死
後
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
文
章
の
、
そ

の
幅
広
さ
と
瑞
々
し
さ
に
あ
る
。
編
者

は
そ
の
魅
力
を

「文
武
両
道
、
和
魂
洋

才
の
山
の
先
樅
者
」
と
位
置
づ
け
る
。

大
島
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
た
め
、

文
章
が
本
の
形
で
世
に
出
た
の
は

（会

報
に
発
表
し
た
も
の
を
除
い
て
）
す
べ

て
没
後
で
あ
る
。
本
書
は
、
仲
間
た
ち

の
手
で
編
集
さ
れ
た

『山
　
研
究
と
随

想
』
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
が
、
随
想

の
部
分
が
大
幅
に
差
し
替
え
ら
れ
、
編

者
曰
く

「大
島
の
持
つ
穏
や
か
で
優
し

い
世
界
」
の
真
髄
を
届
け
て
く
れ
る
。

解
説
の
中
で
、
生
前
の
大
島
の
姿
が

語
ら
れ
る
。
人

一
倍
精
力
的
に
山
に
登

り
、
西
欧
の
登
山
文
献
を
読
み
あ
さ
り
、

考
え
る
傍
ら
か
ら
記
録
に
書
き
留
め
る

―

ま
る
で
早
い
死
を
予
感
し
、
生
き

急
ぐ
か
の
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
理
屈

っ

ぽ
い
面
を
見
せ
る
か
と
思
え
ば
、　
一
方

で
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
走
り
す
ぎ
た
、

一
種
の

「機
能
不
全
」
を
あ
ち
こ
ち
で

起
こ
し
た
ま
ま
の
文
章
が
残
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
彼
が
天
寿
を
全
う
し
て
い

れ
ば
、
こ
の
生
の
ま
ま
の
文
章
の
数
々

が
、
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
と
皮

肉
だ
。
実
は
、
生
の
ま
ま
残
さ
れ
た
、

若
い
大
島
の

「機
能
不
全
」
こ
そ
が
、

本
書
の
魅
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（三
好
ま
き
子
）

高
桑
信

一
ｏ
著

〈あ
る
と
き
、
地
図
に
記
さ
れ
て
い
な

い
径
と
出
会

っ
た
。
そ
れ
は
仕
事
道
と

呼
ば
れ
る
暮
ら
し
の
径
だ

っ
た
。
そ
う

い
う
径
に
出
会
う
た
び
に
、
径
の
行
く

先
が
知
り
た
く
て
、
惹
き
こ
ま
れ
る
よ

う
に
し
て
足
を
踏
み
入
れ
る
の
が
常
だ

っ
た
。
登
山
道
と
い
う
制
約
を
嫌
い
な

が
ら
、
忽
然
と
現
わ
れ
る
暮
ら
し
の
痕

跡
の
山
径
に
、
た
と
え
よ
う
の
な
い
親

し
み
と
興
味
を
覚
え
た
か
ら
で
あ
る
〉

（本
書
は
じ
め
に
よ
り
）

著
者
は
、
こ
の
親
し
み
と
興
味
を
追

求
す
る
た
め
に
、
テ
ン
ト
と
食
料
を
背

負

っ
て
径
を
探
し
求
め
た
。

会
津
と
越
後
に
結
ん
だ
歴
史
の
街
道

″
八
十
里
越
″、
津
軽
白
神

″
マ
タ
ギ
道
″、

古
代
東
北
の
謎
を
秘
め
た
″仙
北
街
道
″、

越
後
下
田
の
″
砥
石
道
″、
山
中
に
消
え

た
幻
の
集
落
を
つ
な
ぐ

″足
尾
根
利
山

の
索
道
″、首
都
圏
の
水
瓶
に
残
さ
れ
た

″奥
利
根
湖
岸
道
″、自
湯
山
信
仰
の
″会

津
中
街
道
″、
電
源
開
発
の
道

″黒
部
川

日
電
歩
道
″、早
出
川
に
沿

っ
て
つ
づ
い

た

″松
次
郎
ゼ
ン
マ
イ
道
″、
陸
の
孤
島

を
支
え
た
開
拓
の
道

″北
海
道
増
毛
山

道
″、
海
と
山
を
結
ぶ
生
命
線
だ

っ
た

″米
沢
街
道
大
峠
の
塩
の
道
″、
信
仰
に

よ
っ
て
結
ば
れ
た
″熊
野
古
道
小
辺
路
″、

一
擢
千
金
を
夢
見
た
鉱
山
の
光
と
影
の

″鈴
鹿
千
草
越
え
″、
再
び
、″
八
十
里
越

の
裏
街
道
″
…
…
以
上
１４
の
径
を
分
け

入
っ
て
、
紡
ぎ
出
さ
れ
た
ル
ポ
タ
ー
ジ

ュ
が
本
書
で
あ
る
。

少
な
い
文
献
や
古
文
書
よ
り
得
た
資

料
、
地
元
の
古
老
か
ら
得
た
知
識
、
著

者
の
永
年
の
道
さ
が
し
の
勘
と
想
像
力

を
も
と
に
、
こ
れ
ら
の
径
を
辿
り
、
手

作
り
の
地
図
と
大
量
の
写
真
で
追
跡
し

て
い
る
。

山
項
を
め
ざ
し
て
登
山
道
を
歩
く

人
々
が
普
通
で
あ
る
が
、
径
の
概
念
を

考
え
な
お
す

一
文
で
あ
る
。
著
者
に
は

ま
だ
歩
き
た
い
と
願

っ
て
い
る
径
が
あ

る
そ
う
で
、
続
編
が
楽
し
み
で
あ
る
。

辞
典
に
よ
れ
ば

「径
」
は

「道
」
、
「路
」

と
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
使
い
分
け
に
思

い
を
込
め
て
書
か
れ
て
い
る
。
巡
礼

者

・
高
桑
氏
の
心
意
気
か
。
（茂
見

猛
）

図 書 紹 介

20051卜 7月

平凡社刊
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定価1470円
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東京新聞出版局

四六判4159~

定価2100円
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高
澤
光
雄

・
編

『山
の
仲
間
と
五
十
年
』

―

秀
岳
荘
創
業
五
十
周
年
記
念
誌

昭
和
２０
年
代
、
日
本
に
山
道
具
の
専

門
店
と
い
わ
れ
る
店
が
、
東
京
と
関
西

に
数
店
し
か
な
か
っ
た
こ
ろ
、
札
幌
に

金
井
五
郎
氏
が
創
設
し
た
の
が
秀
岳
荘

で
あ
る
。

最
初
は
内
職
だ

っ
た
縫
製
品
が
主
だ

っ
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
北
大
山
岳
部
と

の
結
び
つ
き
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
「私
の
店
は
北
大
山
岳
部
に
育
て

ら
れ
た
と
、
今
で
も
信
じ
て
い
ま
す
」

と
金
井
五
郎
氏
は
言

っ
て
い
る
。

ま
た
当
時
は
、
東
京
の
岳
人
が
日
高

の
山
、
知
床
の
山
に
行
く
に
は
ア
プ
ロ

ー
チ
に
数
日
間
か
か
っ
た
。
秀
岳
荘
が
、

本
州
か
ら
の
岳
人
の
デ
ポ
の
役
目
を
果

た
し
て
い
た
。
北
海
道
に
あ
り
な
が
ら
、

全
国
的
な
山
の
専
門
店
で
あ
っ
た
。

そ
の
秀
岳
荘
が
、
昭
和
３７
年
、
Ｐ
Ｒ

誌
と
し
て

「山
の
素
描
」
を
創
刊
、
題

字
は
坂
本
直
行
氏
が
書
き
、
編
集
は
山

口
透
氏
で
あ
る
。
伊
藤
秀
五
郎
氏
が
「発

刊
に
寄
せ
て
」
で

″山
の
仲
間
の
気
軽

な
談
話
室
″
と
記
し
て
い
る
が
、

１５
年

間
で
通
巻
４５
号
、
執
筆
者
は
１
８
５
名

に
及
ん
で
い
る
。
今
回
の
５０
年
誌
は
「山

の
素
描
」
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る
。

１
部
の

「山
の
仲
間
」
は
、
現
在
も

秀
岳
荘
と
関
係
の
深
い
岳
人
諸
氏
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
執
筆
し
て
い
る
。

２
部
は

「再
録
、
山
の
素
描
抄
」
と
し

て
、

１０
氏
の
文
を
再
録
し
て
い
る
。
終

わ
り
に
執
筆
者
１
８
５
人
の
総
目
録
が

記
さ
れ
て
い
る
。
３
部
の

「秀
岳
荘
５０

年
の
あ
ゆ
み
」
は
、
主
と
し
て
登
山
用

具
の
変
遷
と
、
金
井
五
郎
氏
の
遺
稿
集

で
あ
る

『秀
岳
荘
史
』
。
特
に

「門
田
ピ

ッ
ケ
ル
三
代
記
」
と
、
「
ハ
ガ
ス
キ
ー
誕

生
物
語
」
は
登
山
用
具
の
歴
史
と
し
て

は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
４
部
の

「北

海
道
登
山
史
年
表
１
８
７
１
～
２
０
０

３
年
」
は
、
日
本
山
書
の
会
発
行
の
「山

書
研
究
」
の
平
成
４
年
版
に
、
山
岳
団

体
等
の
協
力
で
追
加
項
目
の
提
供
を
受

け
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

山
の
専
門
店
の
５０
周
年
記
念
誌
と
し

て
は
、
少
な
く
と
も
初
め
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
執
筆
者
に
驚
か
さ
れ
た
。

な
お
別
冊
と
し
て

「山
の
素
描
」
の

執
筆
者
た
ち
と
し
て
編
者
が
２５
名
の
執

筆
者
の
紹
介
を
し
て
い
る
。
（茂
見

猛
）

〓
０
「
バ
０

『
一Ｕ
０
０
バ
０
　
０
コ
Ｑ
　
「
Ｕ
一コ
コ
０
〇
一〇
０
』

―

一≦
０
匡
コ
計
０
一コ
０
０
「
一コ
ｍ

一コ

Ｚ
Ｏ
一
０
一―

ハ
ル
カ

・
グ
ル
ン
氏
は
ネ
パ
ー
ル
の

元
運
輸

・
観
光
大
臣
、
ネ
パ
ー
ル
登
山

協
会

（Ｎ
Ｍ
Ａ
）
の
元
会
長
、
現
顧
間

で
あ
る
。
中

・
日

・
ネ
パ
ー
ル
三
国
友

好
サ
ガ
ル
マ
タ

（チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
）
登

山
隊
の
ネ
パ
ー
ル
側
隊
長
を
務
め
た
の

で
、
日
本
で
も
そ
の
名
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
本
書
は
ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
山
岳
と
登
山
に
関
し
２
部
構
成
か

ら
な
り
、
興
味
深
い
付
録
も
あ
る
。

第
１
部
は

「
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
か
ら
ダ

ウ
ラ
ギ
リ

（１
９
５
０
～
６
０
）」
と
さ

れ
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
は
じ
め
ネ
パ
ー
ル
ｏ

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
８
０
０
０
メ
ー
ト
ル
峰
の

初
登
項
を
中
心
と
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
の

「黄
金
時
代
」
を
ク
ロ
ニ
ク
ル
風

に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
は
同
氏
が
以

前
に
執
筆
し
た
同
名
の
著
書

（ネ
パ
ー

ル
政
府
情
報
省
刊
、
１
９
６
８
年
）
に

訂
正
、
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
章
の
特
色
と
し
て
、
日
本
の
登
山

隊
の
活
動
に
関
し
、
『山
岳
』
な
ど
の
文

献
を
駆
使
し
、
マ
ナ
ス
ル
登
項
な
ど
を

正
確
か
つ
公
平
に
扱

っ
て
い
る
点
で
あ

る
。第

２
部
、
〓
ｏロ
ユ
ｂ
〓
【ｏｏｏ一
日
■
山

の
雑
録
、
と
で
も
訳
す
べ
き
か
）
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
関
す
る
様
々
な
話
題
が
同

氏
の
実
証
的
な
調
査
に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
マ
チ
ャ
プ

チ
ャ
レ
が
山
麓
住
民
に
と
っ
て
聖
な
る

山
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
こ
と
だ
と

し
て
い
る
。
ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
無
名
峰

に
、
外
国
登
山
隊
が
英
語
な
ど
で
勝
手

に
名
前
を
つ
け
た
も
の
を
、
的
確
な
現

地
語

（ボ
テ
ィ
ア
語
）
で
自
ら
名
づ
け
、

そ
れ
を

一
覧
表
に
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
外
国
登
山
隊
が
ネ

パ
ー
ル
に
経
済
的
に
ど
れ
ほ
ど
寄
与
し

た
か
を
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

（登
山
料
）

の
合
計
金
額
や
、
雇
用
し
た
シ
ェ
ル
パ

ヘ
の
支
払
い
経
費
な
ど
を
計
算
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

同
氏
も
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
の
完
璧
な
ク
ロ
ニ
ク
ル
を
作

る
に
は
情
報
が
多
す
ぎ
、
か
つ
、
錯
綜

し
て
お
り
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

カ
ト
マ
ン
ズ
在
住
の
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ホ

ー
リ
イ
女
史
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
Ｃ
Ｄ

版

「ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の

記
録
」
（仮
訳
）
が
こ
れ
を
補

っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
（神
原

達
）

2005盗「 4月
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７
月
理
事
会

日
時
　
７
月
１３
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
４０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
贄
田

・
吉
永
各
常
務

理
事
、
石
田

・
篠
崎

・
大
蔵

・
野
口

・

斉
藤

・
藤
井

・
渡
邊

・
石
橋

・
古
野
各

理
事
、
小
倉

・
重
廣

・
今
村
各
常
任
評

議
員

［委
任
］

一
カ

・
山
本
各
監
事

【審
議
事
項
】

１
　
組
織
改
革

（案
）
に
つ
い
て

別
添
資
料
に
よ
り
６
月
理
事
会
よ
り

引
き
続
き
検
討
、
意
思
決
定
機
関
と
し

て
の
理
事
会
と
、
執
行
委
員
会
と
し
て

の
各
委
員
会
を
区
分
し
、
と
り
あ
え
ず

実
行
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

２
　
平
成
１７
年
度
第
１

・
四
半
期
の
財

務
状
況
に
つ
い
て

・
会
費
収
入
　
５
０
０
２
万
１
０
０
０

円

（対
予
算
＝
７５

・
４５
７
）

●
支
出

１
８
６
０
万
２
０
７
１
円

（対
予
算
＝
２０

ｏ
３６
７
）

●
ほ
ぼ
前
年
同
期
並
み
で
あ
る
。（承

認
）

３
　
総
務

・
財
務
担
当
者
に
つ
い
て

事
務
量
の
増
大
に
伴
い
、
補
助
者
を

左
記
の
と
お
り
選
任
し
た
。

・
総
務
＝
斉
藤
理
事

・
財
務
＝
石
橋
理
事

４
　
ル
ー
ム
交
換

・
鑑
定
結
果

か
ね
て
よ
り
交
渉
中
で
あ
っ
た
２
０

１
号
室

（日
本
山
岳
会
所
有
）
と

１

０
４
号
室

（日
本
山
岳
会
賃
借
中
）

の
交
換
に
つ
い
て
、
監
事
の
指
示
等
に

基
づ
き
鑑
定
評
価
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

鑑
定
結
果
が
左
記
の
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
を
１
０
４
号
室
所
有
者
に
示

し
、
交
換
交
渉
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

●
２
０
１
号
室
＝
３
９
０
０
万
円

●
１
０
４
号
室
＝
３
７
０
０
万
円（承

認
）

５
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
関
連

①
式
典
計
画
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

７
月
に
開
催
の
有
識
者
会
議
の
状
況

を
踏
ま
え
、
特
に
外
国
招
待
者
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
　

（承
認
）

②
特
別
表
彰
に
つ
い
て

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
特
別

表
彰
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
結
果
を

報
告
、
８
月
理
事
会
に
素
案
を
提
示
す

る
こ
と
と
し
た
。　
　
　
　
　
（承
認
）

６
　
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
５０
周
年
記
念
事

業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
の
呼
び
か
け
を
踏

ま
え
、
左
記
の
委
員
で
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

●
委
員
長
＝
田
邊
副
会
長

・
委
員
＝
大
蔵
・吉
永
各
理
事
、
宮
原
・

神
崎

・
小
川
各
会
員

７
　
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員
に

つ
い
て

１７
年

ｏ
ｌ８
年
度
の
審
査
委
員
を
左
記

の
と
お
り
と
し
た
。
　
　
　
　
（承
認
）

村
木

・
斎
藤
各
名
誉
会
員
、
平
林

・

田
邊

・
橋
本
各
副
会
長
、
長
尾

・
宮
下

（啓
）
・
松
浦

・
竹
内

ｏ
山
口
各
会
員
、

事
務
局

（吉
永
常
務
理
事
）

８
　
海
外
登
山
基
金
委
員
会
委
員
に
つ

い
て１７

年

・
１８
年
度
の
委
員
を
左
記
の
と

お
り
と
し
た
。　
　
　
　
　
　
（承
認
）

●
委
員
長
＝
古
野
理
事

●
委
員
＝
宮
崎

・
小
川

・
黒
川

・
貫
田

各
会
員

９
　
契
約
↓
カ
シ
オ
計
算
機
関

１
０
０
周
年
記
念
腕
時
計
売
買
契
約

お
よ
び
個
人
情
報
秘
密
保
持
に
関
す
る

契
約
を
締
結
し
た
。
　
　
　
　
（承
認
）

１０
　
後
援
依
頼
↓
山
梨
県
立
文
学
館
企

画
展

「山
の
文
学
展
」
（９
月
２３
日
～
Ｈ

月
２７
日
）　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

１１
　
写
真
貸
与
願
↓
開
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ

ニ
オ
ン

７
月
３０
日
０
放
映
の

「世
界

・
ふ
し

ぎ
発
見
」
で
の
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
等
の

写
真
貸
与
　
　
　
　
　
（承
認

・
有
料
）

１２
　
推
薦
お
よ
び
名
簿
使
用
願
↓
閉
山

と
渓
谷
社

『日
で
見
る
日
本
登
山
史
』
に
対
し
、

本
会
の
推
薦
と
発
行
宣
伝
の
た
め
の
会

員
ラ
ベ
ル
の
打
出
し
願
い
が
あ
っ
た
。

会
員
ラ
ベ
ル
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
発

行
図
書
の
宣
伝
に
限
定
、
お
よ
び
個
人

情
報
秘
密
保
持
を
条
件
と
し
、
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
と
し
た
。
（承
認
・有
料
）

【検
討
事
項
】

１
　
ル
ー
ム
改
築
計
画
に
つ
い
て

平
山
会
長
よ
リ
サ
ロ
ン

ｏ
会
議
室
の

新
設
等
の
改
装
計
画
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
１
０
０
周
年
記
念
式
典
終

了
後
を
目
途
に
改
装
費
用
等
に
つ
い
て

詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
　
会
員
減
少
対
策
に
つ
い
て

山
本
監
事
よ
り
、
会
員
減
少
は
将
来

の
財
務
に
直
接
影
響
す
る
重
要
事
項
で

あ
り
、
担
当
委
員
会
を
設
置
し
、
真
摯

な
検
討
を
加
え
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
今
後
理
事
会
で
対
策
案
に
つ
い

て
、
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

【報
告
事
項
】

１
　
６
月
２３
日
、
１
０
０
周
年
記
念
行

事
実
行
委
員
会

（式
典
計
画
、
海
外
登

山
計
画
、
分
水
嶺
踏
査
、
百
年
史
発
行

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
）
の
報
告

爾 18
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（平
林
副
会
長
）

２
　
７
月
４
日
、
１
０
０
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「山
で
の
救
急
蘇
生
を
考

え
る
」
の
報
告
　
　
　
　
（野
口
理
事
）

３
　
７
月
８
日
、
山
岳
４
団
体
懇
談
会

（平
山
会
長
・田
邊
副
会
長
出
席
）
の
報

生
回・

１８
年
度
は
本
会
が
幹
事
団
体
と
な
る
。

（田
邊
副
会
長
）

４
　
７
月
１０
日
、
ネ
パ
ー
ル
皇
太
子
殿

下
来
日
歓
迎
会
の
報
告

●
本
会
が
協
賛
し
て
お
り
、

２０
名
が
参

加
し
た
。
　
　
　
　
（吉
永
常
務
理
事
）

５
　
７
月
１２
日
、
委
員
長
会
議
の
報
告

●
組
織
改
革
に
伴
う
執
行
部
門
長
会
議

で
、
今
後
２
カ
月
に
１
回
程
度
の
頻
度

で
開
催
し
、
理
事
会
等
と
の
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
と
し
た
。
（平
林
副
会
長
）

６
　
『山
の
救
急
医
療
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

の
発
行
報
告

す
で
に
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、
１
０

０
周
年
記
念
式
典
参
加
者
へ
配
布
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
　
　
　
（野
口
理
事
）

８
月
理
事
会

日
時
　
８
月
１０
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
４０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永
常
務
理
事
、
篠

崎

・
大
蔵

・
斉
藤

・
渡
邊

・
古
野
各
理

事
、
小
倉

・
今
村
各
常
任
評
議
員
、
山

本
監
事

［委
任
］
贄
田
常
務
理
事
、
石
田

・
野

口

・
藤
井

・
石
橋
各
理
事
、
重
廣
常
任

評
議
員
、　
一
カ
監
事

【審
議
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
関
連

①

募
金
状
況

（１７
年
７
月
末
現
在
）

５
９
９
０
万
６
８
９
０
円

②
財
務
状
況

●
１７
年
７
月
末
現
在
総
支
出

１
８
１
９
万
８
７
４
７
円

・
１７
年
８
月
繰
越
金

４
１
７
０
万
８
１
４
３
円

③
式
典
関
連
進
捗
状
況

式
典
委
員
会
の
神
崎
委
員
長
よ
り
、

式
典

・
祝
賀
晩
餐
会
の
実
施
内
容
、
外

国
招
待
客

・
国
内
招
待
客
へ
の
案
内
等

に
つ
き
説
明
が
あ
っ
た
。
講
演
会
の
内

容
等
に
つ
い
て
未
定
の
部
分
が
あ
る
の

で
、
早
急
に
検
討
し
、
式
典

・
祝
賀
晩

餐
会
の
全
容
を
９
月
理
事
会
で
決
定
す

る
こ
と
と
し
た
。　
　
　
　
　
（承
認
）

④
特
別
表
彰
に
つ
い
て

平
林
副
会
長
よ
り
検
討
状
況
に
つ
き

説
明
が
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
５
～
８

名
の
個
人

・
団
体
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
表
彰
者
、
表
彰
方
法
に
つ
い
て
９

月
理
事
会
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

（承
認
）

２
　
ル
ー
ム
交
換
交
渉
経
過

２
０
１
号
室

（日
本
山
岳
会
所
有
）

と
１
０
４
号
室

（日
本
山
岳
会
賃
借
中
）

の
交
換
に
つ
い
て
、
鑑
定
結
果
を
１
０

４
号
室
の
所
有
者
に
提
示
し
て
交
渉
中

で
あ
っ
た
が
、
８
月
４
日
先
方
よ
り
等

価
交
換
に
応
ず
る
旨
の
返
答
が
あ
っ
た
。

交
換
後
の
２
０
１
号
室
の
賃
借
希
望
、

交
換
に
伴
う
費
用
の
負
担
等
に
つ
き
明

確
に
し
た
上
で
、
交
換
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
賃
借
中

の
２
１
１
号
室
を
期
間
満
了
の
１０
月
に

解
約
す
る
こ
と
、
交
換
後
の
１
０
４
号

室
の
改
修
お
よ
び
交
換
、
賃
借
後
の
２

０
１
号
室
の

一
部
改
装
を
行
な
う
こ
と

と
し
、
早
急
に
工
事
見
積
り
を
依
頼
す

る
こ
と
と
し
た
。　
　
　
　
　
（承
認
）

３
　
委
員
会
担
当
に
つ
い
て

今
般
の
組
織
改
革
に
伴
う
会
長
担
当

の
委
員
会

（６
委
員
会
）
を
除
く
委
員

会
の
担
当
副
会
長
を
左
記
の
と
お
り
と

し
た
。

●
平
林
副
会
長
＝
自
然
保
護

・
橋
本
副
会
長
＝
青
年

●
田
邊
副
会
長
＝
事
業
、
図
書
、
指
導
、

医
療
、
科
学
、
学
生
部
指
導

●
吉
永
総
務
理
事
＝
海
外

（総
務
委
員

会
に
国
内

・
外
関
連
団
体
交
流
小
委
員

会
が
あ
る
た
め
）　
　
　
　
　
（承
認
）

４
　
後
援
等

①
ヒ
マ
ラ
ヤ
観
光
開
発
明
↓
９
月
３
日

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
集
い
」
講
演
会
名
義
後
援

（承
認
）

②
閉
美
術
出
版
社
↓
山
岳
会
所
蔵
の
大

下
藤
次
郎
氏
関
係
書
籍
の
写
真
撮
影

（承
認

・
有
料
）

【報
告
事
項
】

１
　
７
月
１４
日
開
催
、
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
委
員
会
の
報
告

●
募
金
状
況
、
式
典
計
画
、
中
央
分
水

嶺
踏
査
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
、
各

委
員
よ
り
意
見
を
戴
い
た
。

（平
林
副
会
長
）

２
　
７
月
１６
日
～
１７
日
開
催
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
式
典
の
報
告

「世界―美しい谷、ランタン谷」
ランタン谷は探検家ティルマンにより世界一美しい谷と

称されています。

ランタン山群のヤラピーク5,520mは 氷河の山ですが、

比較的簡単な技術で登頂が可能です。

トレッキングのアプローチには往復共にヘリコプター利用。

ゆつたりした日程、頂上からはランタンリルン、ガンチェ

ンポ、シシャバンマなどを見ることが出来ます。

◎ランタン・ヤラピーク登頂 (往復ヘリ使用)

10月 28日～11月 9日  13日 間 ¥438,000

∠コbO 株式会社 ウェック 0トレック
国土交通大臣登録旅行業 1662号

〒105-0003 東京都港区西新橋3-24-8山 内ビル4階
電話 03… 3437-8848  E― mall info@everest.co ip
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●
宮
崎
県

「え
び
の
高
原
荘
」
で
開
催

さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（会
長
）

３
　
７
月
２２
日
開
催
、
創
立
１
０
０
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告

●
東
京
都
体
育
館
に
お
い
て

「１
９
７

０
年
以
降
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
果
た

し
た
役
割
と
は
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
　
　
　
　
（平
林
副
会
長
）

４
　
７
月
２３
日
～
２４
日
開
催
、
東
九
州

支
部
分
水
嶺
踏
査
完
了
記
念
登
山
大
会

の
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（会
長
）

５
　
７
月
２８
日
開
催
、
マ
ナ
ス
ル
初
登

頂
５０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
の
報
告

・
０６
年
５
月
９
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

等
の
記
念
事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
中

で
あ
る
。　
　
　
　
　
（田
邊
副
会
長
）

６
　
７
月
の
新
入
会
員
は
１３
名

２

日

４

日

５

日

土
曜
会

総
務
委
員
会

図
書
委
員
会
　
事
業
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

会
報
編
集
委
員
会
　
１
０
０
周

年

フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

山

岳
地
理
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
山
の

６

日

７

日

19 15
日 日

14 13
日 日

11  8

日 日

１２

日日日日日日

30 29 28    27 26 25    21 20

自
然
学
研
究
会

緑
爽
会

事
業
委
員
会
　
１
０
０
周
年
式

典
委
員
会
　
１
０
０
周
年
募

金
事
務
局
会
議
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

各
委
員
会
委
員
長
会
議
　
Ｊ
Ａ

Ｃ
０１
会
　
九
五
会

理
事
会
　
山
想
倶
楽
部

学
生
部
　
青
年
部
　
１
０
０
周

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
休
山
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

百
年
史
委
員
会
　
資
料
映
像
委

員
会

事
業
委
員
会

山
研

委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

小
委
員
会

三
水
会
　
つ
く
も
会

１
０
０
周
年
募
金
事
務
局
会
議

科
学
委
員
会

１
０
０
周
年
募
金
事
務
局
会
議

山
遊
会
　
００
会

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会

土
曜
会

評
議
員
会

７
月
来
室
者
６１２
名

１

日

２

日

３

日

６

日

８

日

９

日

２３

日

２４

日

医
Ｊ
コ
ゴ

９
ん
Ｅ
Ｌ

Ｏ
Ｊ

コ
ゴ

つ
ん
Ｅ
Ｌ

３０

日
22 10
日 日

総
務
委
員
会

図
書
委
員
会
　
つ
く
も
会

会
報
編
集
委
員
会
　
高
尾
の
森

実
行
委
員
会

山
岳
地
理
ク

ラ
ブ
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
０１
会

〓
下求午△
ム

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

ー
０
０
周
年
記
念
式
典
委
員
会

専
門
委
員
会
会
議
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

マ
ナ
ス
ル
登
項
５０
周
年
記
念
実

行
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

中
央
分
水
嶺
委
員
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
００
会

常
務
理
事
会
　
学
生
部
指
導
委

員
会
　
ゆ
き
わ
り
会

０３
同

翻期
△
ム

山
遊
会

財
務
委
員
会

１
０
０
周
年
記
念
式
典
委
員
会

九
五
会

８
月
来
室
者
２８０
名

今
年
も

嗜
√
Ｌ
ｒＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
ょ
う

■
会
員
異
動

（７
月
）

物
故

今
井
洋
地

（９
３
１
５
）
０５

木 森 退
村 丘 会

武 賞

高
宮
弘
子

（８
５
５
５
）

富
山

（１

１

２

２

８
）

（１

３

０

０

１
）

（１

３

７

１

７
）

市
川
光
宏

（１
３
８
９
５
）

■
会
員
異
動

（８
月
）

物
故

子
吉
格
郎

（８
０
５
４
）
０５

・
８

ｏ
９

譲

（１
１
１
３
８
）

北
九
州

パ

ウ
デ

ル

（１

２

４

５
６
）

遠
藤
只

子

G西 退
S岡 会

7

31

鐵雷20

お籠聯武′、、諦鳴電倉岡啓吉





山 724-2005・ 9020(第 二種郵便物認可)

lNFORMA丁 10N

イラス ト 宇都木慎一

◆

１
０
０
周
年
記
念
式
典

関
西
支
部

世
界
遺
産
の
紀
伊
山
地

ｏ
高
野
山
で

開
催
。
河
口
慧
海
と
役
行
者
に
つ
い
て

の
講
演
と
、
支
部
の
７０
年
の
歩
み
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
す
。
翌
日
の
記
念
山

行
は
、
④
檀
上
伽
藍
～
町
石
道

①
女
人

道
～
高
野
三
山
を
予
定
し
て
い
ま
す
。全

国
各
地
か
ら
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
Ｈ
月
５
日
田
１３
時
３０
分
～

開
催
地
　
和
歌
山
県
高
野
山

テ
ー
マ

「日
本
の
登
山
文
化
の
原
点

を
考
え
る
」

申
込
　
関
西
支
部

（〒
５３７．
００１４
　
大
阪
市

東
成
区
大
今
里
西
２
‐
５
１
１２

大
阪
セ
ル
ロ
イ
ド
会
館
２
０

５
号

一団
０
６
１
６
９
７
１
１

ｏ
ё

∩
Ｘ

０

７

図
一”〇
‐ド
の
◎
Ｂ
卜
ｏＦ
Ｏ
●
』
①
・ピ
）

＊
詳
細
は

『山
』
５
月
号
４
パ
ー
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆

公
開
セ
ミ
ナ
ー

「通
信
機
器
の
進
歩

と
応
用
・安
全
登
山
の

一
助
と
し
て
」

科
学
委
員
会

携
帯
電
話
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
山
岳
用
通

信
機
器
の
応
用
と
安
全
登
山
に
つ
い
て
、

芳
野
赳
夫
氏
を
中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
Ｈ
月
５
日
田
１３
時
～
１７
時

場
所
　
「東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
」
地
下

講
堂

（飯
田
橋
）
電
話
０
３
１

５

２

１

１

１

２

３

０

７

費
用
　
５
０
０
円

（資
料
代
）

＊
申
込
は
不
要
で
す
。

問
合
　
箕
岡
三
穂
宛

（田
０
４
２
‐
７
７

６

１

１

７

８

８

図
ご
む０
８
∞
、
⑤

，
①，
０
８
』
の
む
）

◆
「晩
秋
の
熊
野
古
道
を
歩
く
」

事
業
委
員
会

熊
野
古
道
は
、
自
然
と
人
と
の
深
い

関
わ
り
の
中
で
形
成
さ
れ
た

「文
化
的

景
観
」
を
高
く
評
価
さ
れ
、
世
界
遺
産

登
録
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
晩
秋
の
熊

野
古
道
を
、
い
に
し
え
を
訪
ね
て
歩
き

ま
す
。
大
雲
取
越
え
、
小
雲
取
越
え
に

加
え
、
中
辺
路
の
王
子
、
那
智
大
社
～

那
智
の
滝
～
本
宮
大
社
を
巡
り
ま
す
。

日
時
　
Ｈ
月
２０
日
同
～
２３
日
因

集
合
　
紀
伊
勝
浦
駅
　
２０
日
１４
時

又
は
那
智
山
　
２０
日
１７
時

解
散
　
新
宮
駅
　
２３
日
　
１４
時
３０
分

費
用
　
３
万
５
０
０
０
円

（宿
泊
３
泊
、

現
地
交
通
費
、
懇
親
会
費
、
通

信
費
、
保
険
料
）

定
員
　
２０
名

申
込
　
１０
月
２０
日
ま
で
に
植
木
淑
美
宛

（〒
１９５］
００５３
　
町
田
市
能
ヶ
谷
町

１

１

５

１

‐

５

４

　

回

０

４

２

１

７

３

４

１

１

４

９

８

図
毬
∽〓
ュ
‐
営
ｏ◎
のほ
巨
①・ｏ壁
』
①む
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
送
り
ま
す
。

◆

中
央
構
造
線
断
層
実
地
研
修
山
行

山
の
自
然
学
研
究
会

１
億
３
０
０
０
年
前
の
日
本
列
島
、

そ
の
成
因
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
中
央

構
造
線
と
断
層
の
研
修
行
。
昨
年
に
引

き
続
き
、
さ
ら
に
西
の
和
歌
山

・
石
垣

根
来
断
層
、
高
野
口
断
層
、
紀
ノ
川
構

造
帯
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
　
Ｈ
月
４
日
圏
～
５
日
０

出
発
　
４
日
朝
、
東
京
駅
よ
り
新
幹
線

利
用

費
用
　
実
費
３
万
円

（交
通

・
宿
泊
費
、

資
料
代
）

定
員
　
８
名
ま
で

保
険
　
国
内
交
通
傷
害
保
険
に
加
入

申
込
　
１０
月
１５
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し

舟
根
章
宛

（田
０
４
５
‐
８
４

２
‐
５
６
２
２
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
送
り
ま
す
。

日本山岳会創立百周年記念出版

日本山岳会・責任編集

菊判(1992頁 )上製/ク ロス装/カバー掛け/函入り定価18,900円 (税込)

択捉・国後など北方四島の山から、

南西諸島の山々まで、日本全国の山

に登つた、撮つた、調べた、そして

書いた。日本山岳会の全国25支部

約500名 が総力をあげて編集執筆に

あたつた最新・最大の山岳百科が

ついに完成 !

新日本山岳誌
(会員割引あり)loFTEJt{E!

日
本
全
国
四
〇
〇
〇
山

の
情
報
を
網
羅
！

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606‐8161 京都市左京区―乗寺木ノ本町15番地

Tel.075-723-011l   Fax.075-723-0095
URL hip:〃wMⅣv.nakanishiya.cojp/

鱗‐22

△ 推薦の ことば △
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上高地からのこ挨拶

山研管理人 内野慎一・かおり

今シーズンより山研の管理人として暮らして

います。ここで働けることを、私も妻も、娘の

あすみも (1歳半、まだ話せませんが)嬉しく

思っています。

「上高地は結構暑いなぁ……」というのが、昨

年までさらに1000m高 い山小屋で過ごしてい

た私たちの一致した感想です (も っと暑い下界
の皆さんゴメンナサイ)。 そのため、数少ない私
の半袖シャツはフル回転です。

そんな上高地からの話題を2つお届けします。

1つめは、前の管理人の木村太郎さんについ

てです。木村さんは、五千尺ホテルにブースを

構え、ネイチャーガイドとして活躍しています。

先日、山研のミニ水力発電の観察に、ネイチャ
ー教室の子供たちとともにやって来ました。ノ

ズルを開けると水車が回り、電球が点灯する様

子に、子供たちから歓声があがりました。さら

に、放水パイプから流れ出る水のものすごい勢
いに驚いていました。電気の仕組みは解らなく

とも、この実体験は彼らのなかに確かに残るだ

ろうと思いました。

また、木村さんによると夜のウォーキングガ

イドが人気なそうです。たしかに上高地の夜は、

昼間の雑踏が嘘のような別の表情を持っていま

山研でお会いしましょう !

す。朝夕もそうです。これは泊まってみないと

わからないことでしょうね……。このことは、私

たちもここに暮らしてみて、大きな発見でした。

2つめは6月 末～7月初めの大雨についてで

す。ある朝、沢から引いている水の量が極端に

減っていることに気づきました。大慌てで水源

に向かうと、なんと取水口が半分以上砂に埋ま

っていました。大雨のため、多量の砂が一気に

流され積もったようで、豪雨の力を見せつけら

れました。かなりの水量があり、上腕も長靴の

中もビッショリと濡らしながら、取水口を砂か

ら引っばり出しました。手足が痛いくらい冷た

かったですが、丁度、沢渡で土砂崩れがあった

直後であり、これくらいのことは当然だな、と

納得しました。

その国道も、7月 28日 より開通しました。

しっかりした道が復旧しているとのことです。

また、釜 トンネルの工事も完了して相互通行と

なり、大変便利になりました。

今年の山研も、季節は夏から秋に向かいます。

これから閉所までに、どんな出会いがあるのか、

そして上高地はどんな表情を見せてくれるのか、

わくわくしています。

それでは皆さん、山研でお待ちしています。

■
訂
正
　
８
月

（７
２
３
）
号
６
パ
‐
１

段
１０
行
、
武
内
敏
夫
は
武
内
敏
男
、
中

村
元
久
は
中
村
之
久
、
３
段
１
行
、
山

学
同
士
会
は
山
学
同
志
会
の
誤
り
で
し

た
。

１４
ペ
ー
ジ
３
段
８
行
、
プ
レ
ー
ト

は
ブ
レ
ー
ド
の
誤
り
で
し
た
。

と
も
に
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

¨
編
集
後
記
¨

●
９
月
号
か
ら
、
「会
務
報
告
」
と

「
ル

ー
ム
日
誌
」
等
の
報
告
は
、
最
新
の
情

報
を
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
夏
は
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
３
度
ほ

ど
山
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
花

た
ち
に
迎
え
ら
れ
、
楽
し
い
山
行
で
し
　
２３

た
が
、
ど
こ
で
も
気
に
な
っ
た
の
が
、
　

鐵

た
だ
連
れ
ら
れ
て
歩
い
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
ツ
ア
ー
の
お
客
さ
ん
た

ち
で
し
た
。
少
し
ず
つ
経
験
を
積
ん
で
、

ぜ
ひ
「登
山
客
」
か
ら
「登
山
者
」
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（神
長
幹
雄
）
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